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医
学
研
究
科
は
、
2
0
2
5
年
7

月
12
日
に
、
京
都
ブ
ラ
イ
ト
ン
ホ
テ

ル
に
て
「
京
都
大
学
医
学
研
究
科
・

医
学
部
創
立
1
2
5
周
年
記
念
式

典
・
祝
賀
会
」
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

本
記
念
行
事
は
、
医
学
部
お
よ
び

医
学
研
究
科
の
前
身
で
あ
る
医
科
大

学
医
学
科
、
な
ら
び
に
現
在
の
医
学

部
人
間
健
康
科
学
科
の
前
身
で
あ
る

医
科
大
学
附
属
医
院
看
護
婦
見
習
講

習
科
が
、1
8
9
9（
明
治
32
）
年
に

設
置
さ
れ
て
か
ら
1
2
5
周
年
を
迎

え
た
こ
と
を
記
念
し
て
挙
行
し
た
も

の
で
す
。

　

当
日
は
、
芝
蘭
会
役
員
を
は
じ
め
、

政
府
・
自
治
体
等
や
関
係
大
学
、
寄

附
者
、
名
誉
教
授
な
ど
学
外
か
ら
66

名
、
本
学
役
員
や
部
局
長
、
事
務

本
部
部
課
長
、
学
内
関
係
者
な
ど
学

内
か
ら
74
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
記
念
式
典
で
の
講
演
を
通
じ
、

若
い
世
代
に
向
け
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
る
た
め
、
医
学
部
お
よ
び
医
学
研

究
科
の
学
生
15
名
も
招
待
し
、
総
勢

1
5
5
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
は
、
伊
佐
正 

医
学
研

究
科
長
に
よ
る
式
辞
か
ら
始
ま
り
、

続
い
て
湊
長
博 

総
長
に
よ
り
本
学

を
代
表
し
て
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
奥
野
真 

文
部
科

学
省
大
臣
官
房
審
議
官
に
よ
る
祝
辞
、

夜
久
均 

京
都
府
立
医
科
大
学
学
長

に
よ
る
祝
辞
、
坂
井
義
治 

一
般
社

団
法
人
芝
蘭
会
常
務
理
事
に
よ
る
祝

辞
、
宮
島
朝
子 

京
都
大
学
名
誉
教

授
に
よ
る
祝
辞
、
藤
原
真
治 

京
都

大
学
医
学
部
校
友
会
会
長
に
よ
る
祝

辞
が
あ
り
ま
し
た
。

◆ 

記
念
講
演

　

記
念
講
演
で
は
、
は
じ
め
に
、
湊

総
長
に
よ
り
「M

ission of the
M
odern Research U

niversities

」

と
題
し
、
京
都
大
学
な
ら
び
に
医
学

研
究
科
・
医
学
部
の
1
2
5
年
の

歴
史
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
の
講

演
が
あ
り
、
続
い
て
、
創
立
1
2
5

周
年
記
念
事
業
の
多
目
的
施
設
の
建

設
に
係
る
埋
蔵
文
化
財
調
査
を
お

願
い
し
た
伊
藤
淳
史 

文
学
研
究
科

附
属
文
化
遺
産
学
・
人
文
知
連
携

セ
ン
タ
ー
助
教
に
よ
る
「
医
学
部

構
内
の
発
掘
調
査
か
ら
歴
史
を
探

る
」
と
題
す
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍

す
る
卒
業
生
3
名
に
よ
る
講
演
が

あ
り
、
諸
岡
健
雄 

P
H
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
合
同
会
社
代
表
社
員
か
ら

「
少
数
与
党
時
代
の
医
療
政
策
決
定

の
プ
ロ
セ
ス
」
と
題
す
る
講
演
、
河

野
優
子 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ

ン
デ
ィ
エ
ゴ
校
消
化
器
肝
臓
内
科
臨
床
教

授
、
放
射
線
科
臨
床
教
授
か
ら
「
教

え
、
共
に
学
ぶ
―
―
京
都
か
ら
ア

メ
リ
カ
臨
床
の
現
場
へ
」
と
題
す
る

講
演
、
レ
シ
ャ
ー
ド 

カ
レ
ッ
ド 

医

療
法
人
社
団
健
祉
会
理
事
長
、
レ
シ
ャ

ー
ド
医
院
院
長
か
ら
「
患
者
に
寄

り
添
う
―
―
国
内
・
海
外
を
問
わ

ず
」
と
題
す
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

◆ 

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

　

記
念
講
演
に
続
い
て
、
伊
佐
研
究

科
長
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
、

上
記
卒
業
生
3
名
と
現
役
教
授
の
中

か
ら
皮
膚
科
学
の
椛
島
健
治
教
授
、

機
能
微
細
形
態
学
の
斎
藤
通
紀
教
授
、

腎
臓
内
科
学
の
柳
田
素
子
教
授
、
そ

し
て
7
月
10
日
の
医
学
教
授
会
で
次

期
医
学
研
究
科
長
に
選
出
さ
れ
た

肝
胆
膵
・
移
植
外
科
学
の
波
多
野

悦
朗
教
授
に
よ
り
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
」、

「
自
由
の
学
風
」、「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
ラ
ウ
ン

ド
テ
ー
ブ
ル
を
行
い
ま
し
た
。
多
様

な
経
歴
を
持
つ
登
壇
者
そ
れ
ぞ
れ
が

考
え
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
や
「
自
由

の
学
風
」
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
、
今

後
、
京
都
大
学
医
学
研
究
科
・
医
学

部
が
何
を
目
指
し
て
い
く
の
か
に
つ

い
て
、
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
の
終
了
後
に
行
わ
れ
た

祝
賀
会
は
、
伊
佐
研
究
科
長
に
よ
る

挨
拶
に
続
い
て
、
井
村
裕
夫 

京
都

大
学
元
総
長
に
よ
る
挨
拶
が
あ
り
、

髙
折
晃
史 

医
学
部
附
属
病
院
長
に

よ
る
乾
杯
の
発
声
に
よ
り
始
ま
り
ま

し
た
。
し
ば
ら
く
の
歓
談
の
後
、
京

都
大
学
音
楽
部
交
響
楽
団
（
学
生

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）
に
よ
る
四
重
奏

の
演
奏
が
あ
り
、
そ
の
後
、
河
本 

宏 

医
生
物
学
研
究
所
長
、
髙
橋 

淳 

i
P
S
細
胞
研
究
長
、
並
び
に
元
医

学
研
究
科
長
の
成
宮 

周 

京
都
大
学

名
誉
教
授
、
ま
た
、
現
役
教
授
を
代

表
し
て
波
多
野
教
授
に
よ
る
ス
ピ
ー

チ
が
あ
り
、
医
学
研
究
科
・
医
学

部
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て
熱
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
今
中
雄
一 

副
研
究
科
長

が
謝
辞
を
述
べ
、
盛
会
の
う
ち
に
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。＊

　

本
記
念
行
事
が
盛
会
の
う
ち
に
挙

行
で
き
ま
し
た
の
は
、
ひ
と
え
に
ご

列
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
方
の
温

か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
の
賜
物
と
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と

も
、
京
都
大
学
医
学
研
究
科
・
医
学

部
が
教
育
・
研
究
の
さ
ら
な
る
発
展

を
遂
げ
、
次
世
代
の
医
療
を
担
う
人

材
を
育
成
し
て
い
く
た
め
、
皆
様
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記
念
式
典

祝
賀
会

京
都
大
学
医
学
研
究
科・医
学
部

創
立
1
2
5
周
年
記
念
式
典・

祝
賀
会
を
挙
行
し
ま
し
た
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近
年
、
日
本
に
お
け
る
女
性
研
究

者
の
少
な
さ
が
課
題
と
し
て
指
摘
さ

れ
続
け
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
社
会

に
根
強
く
残
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
が

人
々
の
生
き
方
や
キ
ャ
リ
ア
の
選
択

肢
を
狭
め
て
い
ま
す
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
こ
う
し
た
現

状
を
受
け
、
す
べ
て
の
人
々
が
生
き

生
き
と
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
発
揮
で

き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
女
性

医
学
研
究
者
が
日
本
で
少
な
い
原
因

を
明
ら
か
に
し
、
制
度
・
文
化
・
社

会
面
か
ら
改
革
案
を
提
示
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

◆  

調
査
・
分
析
方
法

　

海
外
（
米
国
、
ド
イ
ツ
、
韓
国
、

イ
タ
リ
ア
）
で
勤
務
す
る
研
究
者
30

名
と
日
本
の
研
究
者
12
名
、
計
42
名

の
様
々
な
年
代
や
役
職
の
方
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実

施
し
ま
し
た
。
録
音
・
書
き
起
こ

し
後
、
テ
ー
マ
分
析
に
よ
り
37
の

コ
ー
ド
を
抽
出
し
、
9
つ
の
テ
ー
マ

（
図
1
）
に
分
類
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

実
際
の
語
り
や
文
献
調
査
で
得
た
知

見
を
も
と
に
、
33
の
改
革
案
を
提
案

し
ま
し
た
。
本
号
と
次
号
の
2
回
に

分
け
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

◆ 

夫
婦
研
究
者
同
時
雇
用
の
促
進

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
研
究
者
夫

婦
が
勤
務
地
の
違
い
で
別
居
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
事
例
や
、
同
居
を
優
先

す
る
た
め
に
女
性
が
キ
ャ
リ
ア
を
中

断
す
る
事
例
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

パ
ー
ト
ナ
ー
と
離
れ
て
暮
ら
す
こ

と
は
生
活
や
子
育
て
へ
の
負
担
が
大

き
く
、
キ
ャ
リ
ア
継
続
を
断
念
す
る

選
択
が
生
じ
る
の
も
無
理
は
あ
り

ま
せ
ん
。
特
に
研
究
者
は
、
研
究
領

域
の
細
分
化
に
よ
り
自
身
に
適
し
た

ポ
ス
ト
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

夫
婦
が
同
じ
研
究
分
野
で
あ
る
場
合
、

同
一
機
関
に
就
職
す
る
こ
と
は
さ
ら

に
困
難
で
す
。

　

一
方
、
ア
メ
リ
カ
で
は
こ
の
課
題

へ
の
問
題
意
識
が
高
く
、
夫
婦
が
同

居
し
な
が
ら
キ
ャ
リ
ア
を
継
続
で
き

る
よ
う
、
柔
軟
な
配
慮
が
な
さ
れ
る

事
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
日
本
に
お
い
て
も
夫
婦

同
時
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
の
具
体

策
と
し
て
、
夫
婦
を
同
時
に
雇
用
し

た
研
究
室
に
補
助
金
を
支
給
す
る

制
度
の
導
入
を
提
案
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
研
究
者
の
キ
ャ
リ
ア
中
断
を

防
げ
る
ほ
か
、
人
材
流
出
を
抑
制
し
、

研
究
分
野
全
体
の
競
争
力
向
上
に
つ

な
が
り
ま
す
。

◆  

育
児
休
暇
制
度
の
柔
軟
化

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
で
は
、
男
女
間
の

子
育
て
負
担
の
偏
り
と
関
連
し
て
、
男

性
の
育
児
休
暇
取
得
率
の
低
さ
が
課
題

と
し
て
挙
が
り
ま
し
た
。
京
都
大
学
で

は
、
男
性
も
最
大
1
年
間
、
給
与
月
額

の
67
％
が
支
給
さ
れ
る
有
給
育
児
休
暇

を
取
得
可
能
で
す
。
こ
の
支
給
金
額
は

総
額
に
し
て
十
分
な
額
と
言
え
ま
す
が
、

「
減
給
」
と
い
う
印
象
が
取
得
意
欲
を

削
ぐ
ほ
か
、
キ
ャ
リ
ア
へ
の
影
響
か
ら

長
期
休
業
を
望
ま
な
い
研
究
者
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
同
じ
支
給
額
の
も
と
で
、

よ
り
柔
軟
な
育
児
休
暇
制
度
を
提
案

し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
支
給
総
額
の

上
限
を
定
め
、
そ
の
範
囲
内
で
取
得
期

間
や
1
日
あ
た
り
の
勤
務
時
間
を
自
由

に
調
整
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

　

例
え
ば
、
現
在
の
「
給
与
月
額
の
67

％
を
12
か
月
間
支
給
」
は
、
総
額
で

「
給
与
月
額
1
0
0
％
換

算
の
8
か
月
分
」
に
相
当

し
ま
す
。
こ
の
総
額
を
基

準
と
し
て
①
賃
金
月
額
の

1
0
0
％
の
支
給
で
8
か

月
の
全
休
、
②
賃
金
月
額

の
5
0
%
の
支
給
で
勤

務
時
間
を
半
分
に
減
ら
し

16
か
月
の
部
分
休
、
な
ど
、

家
庭
の
状
況
に
応
じ
て
多

様
な
休
暇
の
形
を
選
択
可

能
に
し
ま
す（
図
2
）。
さ

ら
に
、
休
暇
日
数
や
勤
務

時
間
を
子
育
て
の
ス
テ
ー

ジ
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
調

整
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
、
収
入
を
減
ら
す
こ

と
な
く
、
復
職
へ
の
円
滑

な
移
行
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

◆ 

成
果
報
告
に
つ
い
て

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
発
表
動
画

は
、
京
都
大
学
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
視
聴
可
能

で
す
。
ま
た
、
2
0
2
5
年
9
月
27
日

に
開
催
予
定
の
京
都
大
学
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
デ
イ
で
も
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

固定の支給額・期間

支給額・期間を
変更可能に

8か月

12 か月

16 か月

67％

①
100％ ②

50％

　
2
0
2
5
年
4
月
1
日
付
で
、

京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
社
会

健
康
医
学
系
専
攻
・
医
療
統
計
学
分

野
教
授
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
芝

蘭
会
会
員
の
皆
様
に
謹
ん
で
ご
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
教
室
は
、
2
0
0
0
年
の
社
会

健
康
医
学
系
専
攻
設
立
時
に
、
初
代

教
授
の
佐
藤
俊
哉
先
生
の
も
と
、
国

内
で
は
数
少
な
い
正
規
の
生
物
統
計

学
の
教
室
と
し
て
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
1
6
年
度
か
ら
の
10
年
間
は

A
M
E
D
の
生
物
統
計
家
育
成
推
進

事
業
を
主
導
し
、
多
く
の
生
物
統
計

の
実
務
家
を
育
成
・
輩
出
し
、
こ
の

分
野
の
人
材
不
足
の
解
消
に
大
き
く

貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の

流
れ
を
絶
や
さ
ず
、
さ
ら
に
発
展
さ

せ
る
こ
と
が
私
の
大
き
な
使
命
の
一
つ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
東
京
理
科
大
学
工
学
部

経
営
工
学
科
（
現
在
の
情
報
工
学

科
）
の
出
身
で
あ
り
、
芳
賀
俊
郎

先
生
、
吉
村
功
先
生
の
ご
指
導
の
も

と
、
博
士
の
学
位
を
取
得
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
製
薬
企
業
勤
務
等
を

経
て
、
2
0
0
2
年
か
ら
本
学
医
学

研
究
科
社
会
健
康
医
学
系
専
攻
・
薬

剤
疫
学
分
野
の
准
教
授
、
2
0
0
8

年
か
ら
情
報
・
シ
ス
テ
ム
研
究
機
構

統
計
数
理
研
究
所
の
准
教
授
・
教
授
、

2
0
1
3
年
か
ら
名
古
屋
大
学
医
学

系
研
究
科
生
物
統
計
学
分
野
の
教
授

を
務
め
ま
し
た
。

　

私
の
出
身
は
工
学
系
で
す
が
、
大

学
院
時
代
か
ら
の
研
究
分
野
は
一
貫

し
て
生
物
統
計
学
で
あ
り
、
特
に
、

人
を
対
象
と
し
た
医
学
研
究
の
計
画

と
デ
ー
タ
解
析
に
関
す
る
統
計
的
方

法
と
そ
の
実
践
に
つ
い
て
研
究
し
て

き
ま
し
た
。

　

近
年
、
特
に
興
味
を
も
っ
て
取
り

組
ん
で
き
た
テ
ー
マ
は
、
診
断
法
と
治

療
法
を
組
み
合
わ
せ
た
個
別
化
医
療

の
臨
床
研
究
の
計
画
と
デ
ー
タ
解
析

で
す
。
伝
統
的
な
統
計
学
の
枠
組
み

で
あ
る
統
計
的
推
測
と
近
年
の
機
械

学
習
・
予
測
解
析
の
発
展
と
が
交
差

す
る
テ
ー
マ
で
あ
り
、
生
物
学
的
な

知
見
に
限
り
が
あ
る
も
と
で
の
デ
ー
タ

駆
動
診
断
法
の
開
発
と
検
証
に
は
、
多

く
の
固
有
の
統
計
的
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
研
究
リ
ソ
ー
ス
の
限
ら
れ

る
実
験
的
研
究
に
お
い
て
は
適
応
的
実

験
計
画
に
よ
る
研
究
の
効
率
化
、
ベ
イ

ズ
モ
デ
リ
ン
グ
や
転
移
学
習
に
よ
る
外

部
情
報
の
活
用
、
こ
れ
ら
を
考
慮
し
た

条
件
付
き
推
測
（
選
択
的
推
論
等
）
と

い
っ
た
新
し
い
デ
ー
タ
科
学
の
方
法
論

の
構
築
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

人
材
育
成
の
面
で
は
、
医
学
科
な

ど
の
医
学
系
学
生
の
潜
在
能
力
の
高
さ

に
は
大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

そ
の
一
方
で
、
医
学
・
医
療
に
興
味
を

も
つ
数
学
・
情
報
学
、
経
済
学
等
の

他
学
部
出
身
者
の
リ
ク
ル
ー
ト
を
さ

ら
に
積
極
的
に
試
み
る
必
要
性
を
感

じ
ま
す
。
幅
広
い
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
も
つ
人
材
を
安
定
的
に
医
学
・
医

療
に
呼
び
込
み
、
生
物
統
計
・
医
療

デ
ー
タ
科
学
専
門
家
と
し
て
着
実
に

巣
立
っ
て
い
け
る
よ
う
な
人
材
育
成

拠
点
の
形
成
に
全
力
を
尽
く
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

芝
蘭
会
会
員
の
先
生
方
と
の
新
た

な
出
会
い
や
共
同
研
究
等
を
通
し
て
、

本
学
医
学
部
・
医
学
研
究
科
の
更
な

る
発
展
に
全
力
で
貢
献
し
て
参
り
ま

す
。
今
後
と
も
、
皆
様
か
ら
ご
指
導

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
2
0
2
5
年
4
月
1
日
付
で
、
京

都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
人
間
健

康
科
学
系
専
攻
・
先
端
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
学
コ
ー
ス
先
端
理

学
療
法
学
講
座
の
教
授
に
着
任
い
た

し
ま
し
た
建
内
宏
重
と
申
し
ま
す
。

　

私
は
1
9
9
8
年
に
本
専
攻
の

前
身
で
あ
る
京
大
大
学
院
医
学
研
究

科
医
療
技
術
短
期
大
学
部
を
卒
業

し
、
大
阪
医
科
大
学
附
属
病
院
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
で
理
学
療
法
士

と
し
て
8
年
間
の
臨
床
経
験
を
経
て
、

2
0
0
6
年
に
京
大
医
学
部
保
健
学

科
理
学
療
法
学
専
攻
の
助
手
と
し
て

本
学
に
戻
り
、
助
教
、
特
定
准
教
授

（
予
防
理
学
療
法
学
講
座
）、
准
教
授

を
経
て
、
こ
の
度
、
臨
床
バ
イ
オ
メ

カ
ニ
ク
ス
研
究
室
の
教
授
を
拝
命
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
理
学
療
法
の
な
か
で
も
運

動
器
領
域
の
理
学
療
法
を
専
門
と
し
、

特
に
変
形
性
関
節
症
に
対
す
る
理
学

療
法
の
臨
床
と
研
究
を
進
め
て
参
り

ま
し
た
。
私
が
長
年
、
重
症
化
し
た

変
形
性
関
節
症
の
患
者
さ
ん
に
向
き

合
っ
て
き
た
な
か
で
、
な
ぜ
も
っ
と
早

い
段
階
で
効
果
的
な
理
学
療
法
が
提

供
で
き
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
思
い
を

幾
度
と
な
く
経
験
し
、
そ
れ
が
研
究

に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
も
な
り

ま
し
た
。

　

私
が
変
形
性
関
節
症
の
進
行
予

防
に
向
け
た
研
究
を
開
始
し
た
当
時
、

特
に
変
形
性
股
関
節
症
に
お
い
て
は
、

年
齢
や
性
別
、
骨
変
形
や
遺
伝
的
素

因
な
ど
が
疾
患
進
行
の
リ
ス
ク
因
子

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
理

学
療
法
で
改
変
可
能
な
リ
ス
ク
因
子

は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

こ
で
私
は
、
京
都
大
学
の
整
形
外
科

学
教
室
の
先
生
方
の
ご
協
力
の
も
と
、

疾
患
進
行
リ
ス
ク
因
子
を
特
定
す
る

た
め
の
臨
床
研
究
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
幸
運
に
も
、
理
学

療
法
で
改
善
で
き
う
る
リ
ス
ク
因
子

（
日
常
生
活
に
お
け
る
累
積
的
な
関
節

負
荷
や
、
姿
勢
の
悪
化
、
脊
柱
の
柔

軟
性
低
下
な
ど
）
を
特
定
で
き
ま
し

た
。
現
在
は
、
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
因

子
を
臨
床
現
場
で
容
易
に
評
価
す
る

た
め
の
ツ
ー
ル
の
開
発
や
、
新
た
な
リ

ス
ク
因
子
探
索
の
た
め
の
臨
床
研
究

を
他
大
学
や
企
業
と
の
共
同
研
究
を

通
じ
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
所
属
す
る
先
端
理
学
療
法
学

講
座
で
は
、
理
学
療
法
士
の
国
家
資

格
を
取
得
す
る
こ
と
が
一
つ
の
目
標
と

は
な
り
ま
す
が
、
学
生
の
希
望
す
る

進
路
は
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
学
生

が
将
来
、
医
療
専
門
職
あ
る
い
は
研

究
職
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
進
路
に
進

む
に
し
て
も
、
学
部
教
育
で
は
、
臨

床
の
奥
深
さ
や
難
し
さ
、
面
白
さ
を

感
じ
取
れ
る
素
地
を
養
う
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
学
院
教
育
で
は
、
自

由
な
発
想
と
知
的
な
し
な
や
か
さ
を

養
う
た
め
の
豊
富
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
、
当
該
領
域
で
臨
床
的

切
実
性
が
高
い
課
題
を
見
つ
け
出
し
、

そ
れ
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
む
こ
と

を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　

運
動
器
理
学
療
法
の
革
新
を
通
じ

て
、
高
度
な
臨
床
実
践
能
力
と
学
術

研
究
能
力
、
そ
し
て
人
間
力
を
兼
ね

備
え
た
次
世
代
の
育
成
に
尽
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
芝
蘭
会
会
員
の

先
生
方
に
は
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
任
あ
い
さ
つ

学
生
の
活
動
報
告 

女
性
医
学
研
究
者
の 

キ
ャ
リ
ア
開
拓
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F
R
E
E
s
i
a
　

報告編

1

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

成
果
発
表
動
画
は
こ
ち
ら

https://w
w

w
.cw

r.
kyoto-u.ac.jp/
story/w

-challenge/
w

-challenge2024/ 図2　育児休暇制度の柔軟化

図１　９つのテーマ

動
け
る
未
来
を
守
る
た
め
に
　

運
動
器
理
学
療
法
の
革
新
を
め
ざ
し
て

京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

人
間
健
康
科
学
系
専
攻

先
端
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
学
コ
ー
ス

先
端
理
学
療
法
学  

教
授

建
内
宏
重

個
別
化
医
療
の
進
展
と

人
材
育
成
拠
点
の
形
成
に
尽
力

京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

社
会
健
康
医
学
系
専
攻

医
療
統
計
学
分
野 

教
授

松
井
茂
之
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令
和
6
年
度
京
都
大
学
医
学

部
教
育
研
究
支
援
基
金
（K

yoto 

U
niversity M

edical Student 

and R
esearcher Support-

Fund: 

K
M
S
─
F
U
N
D
）
委
員

会
の
委
員
長
を
拝
命
し
ま
し
た
放
射

線
医
学
講
座
（
画
像
診
断
学
・
核
医

学
）
の
中
本
裕
士
で
ご
ざ
い
ま
す
。

微
力
な
が
ら
、
医
学
部
教
育
と
研
究

の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
尽
力
す
る

所
存
で
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、「
K
M
S
─
F
U
N
D
」
は
、

平
成
19
年
、
医
学
部
学
生
の
学
習
・

研
修
活
動
を
は
じ
め
、
大
学
院
生
の

研
究
活
動
を
支
援
す
る
目
的
で
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
基
金
の
設
立

に
よ
り
、
医
学
部
に
お
け
る
学
習
・

研
究
環
境
の
整
備
に
向
け
た
寄
附
の

受
け
入
れ
体
制
が
整
い
、
多
く
の
ご

支
援
を
賜
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
平
成
22
年

に
竣
工
し
た
医
学
部
学
生
会
館
が
ご

ざ
い
ま
す
。
同
会
館
は
、
現
在
、
ク

ラ
ブ
活
動
の
部
室
や
、
24
時
間
利
用

可
能
な
自
習
室
と
し
て
活
用
さ
れ
て

お
り
、
平
成
26
年
度
か
ら
は
清
掃
業

務
の
外
部
委
託
に
加
え
、
備
品
の
修

理
や
エ
ア
コ
ン
の
増
設
を
行
う
な
ど
、

さ
ら
な
る
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

学
生
の
研
究
活
動
を
支
援
す
る
取

り
組
み
と
し
て
、
平
成
25
年
度
よ

り
「
京
都
大
学
医
学
部
若
手
研
究
者

優
秀
論
文
賞
（
K
M
Y
I
A
）」
を

創
設
し
、
毎
年
、
大
学
院
生
お
よ
び

学
生
3
名
に
対
し
、
表
彰
状
と
副
賞

20
万
円
を
贈
呈
し
て
き
ま
し
た
。
本

年
度
は
新
た
な
試
み
と
し
て
、
第
一

次
選
考
に
よ
り
3
編
の
優
秀
論
文
を

選
出
し
、
9
月
の
サ
ロ
ン
に
て
ご

発
表
い
た
だ
い
た
上
で
、
最
優
秀

論
文
賞
を
決
定
す
る
予
定
で
す
。

　

平
成
28
年
度
よ
り
開
始
し
た

「
M
D
研
究
者
育
成
奨
学
金
」
は
、

特
色
入
試
合
格
者
で
M
D
研
究
者

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
進
学
す
る
学
生

を
対
象
と
し
、
6
年
間
の
在
籍
期
間

中
、
年
額
48
万
円
の
支
援
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
今
年
度
は
10
名
の
学
生

が
こ
の
奨
学
金
を
受
給
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
医
学
部
高
学
年
の
臨
床
実

習
（
ポ
リ
ク
リ
）
で
は
、
京
都
大
学

病
院
の
み
な
ら
ず
、
東
は
静
岡
、
西

は
福
岡
ま
で
広
が
る
関
連
病
院
に
お

い
て
実
地
の
臨
床
を
学
ぶ
貴
重
な
機

会
を
得
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
う
交

通
費
や
宿
泊
費
へ
の
支
援
と
し
て
、

5
回
生
1
人
あ
た
り
5
万
円
の
助
成

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
も
限
定
的
と
な
り
、
本
年
3
月

の
卒
業
祝
賀
会
、
4
月
の
入
学
祝
賀

会
は
、
い
ず
れ
も
現
地
開
催
が
叶
い
、

皆
で
喜
び
を
分
か
ち
合
う
場
と
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
昨
年
9
月
28
日

（
土
）に
は
、
第
17
回
総
会
・
講
演
会

を
現
地
に
て
開
催
し
、
4
名
の
現
役

教
授
に
よ
る
様
々
な
分
野
の
講
演
に

続
き
、
J
T
生
命
誌
研
究
館
館
長
な

ら
び
に
京
都
大
学
名
誉
教
授
・
京
都

産
業
大
学
名
誉
教
授
で
あ
る
永
田
和

宏
先
生
を
お
迎
え
し
、「
感
受
性
を

し
な
や
か
に
――
生
命
科
学
者
と
し

て
歌
人
と
し
て
」
と
題
す
る
特
別
講

演
を
賜
り
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
基
金
の
累
計
総

額
は
、
令
和
6
年
12
月
31
日
現
在
で

6
億
7
0
8
4
万
1
千
円
に
達
し
、

3
1
5
1
名
も
の
皆
様
よ
り
ご
寄
附

を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
7
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、

コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
同
様
、
現
地
開
催

の
行
事
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
芝

蘭
会
、
校
友
会
を
は
じ
め
、
関
係
各

位
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今

後
と
も
医
学
部
お
よ
び
大
学
院
学
生

の
充
実
し
た
学
び
と
研
究
を
支
え
る

た
め
、一層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
栄
え
あ
る
京
都
大
学

医
学
部
若
手
研
究
者
優
秀
論
文
賞

（
K
M
Y
I
A
）
を
頂
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
受

賞
は
、
多
く
の
方
々
の
御
指
導
、
御

支
援
の
賜
物
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

臨
床
研
究
に
お
い
て
大
切
な
視
点
や

取
り
組
み
方
を
御
指
導
く
だ
さ
っ
た

呼
吸
器
内
科
学
の
平
井
豊
博
教
授
、

研
究
計
画
か
ら
論
文
作
成
に
至
る
ま

で
丁
寧
か
つ
的
確
に
御
指
導
い
た
だ

き
ま
し
た
田
辺
直
也
院
内
講
師
、
そ

し
て
今
回
の
コ
ホ
ー
ト
研
究
の
立
ち

上
げ
か
ら
デ
ー
タ
を
脈
々
と
蓄
積
し

て
く
だ
さ
っ
た
呼
吸
器
内
科
学
教
室

の
皆
様
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
受
賞
対
象
と
な
り
ま
し
た
論

文
は
、「
C
O
P
D
に
お
け
る
肺
拡

散
能
低
下
と
予
後
は
、
傍
隔
壁
性

肺
気
腫
よ
り
も
小
葉
中
心
性
肺
気

腫
が
強
く
関
連
す
る
」
で
す
。
慢

性
閉
塞
性
肺
疾
患 

（
C
O
P
D
）
は

病
理
学
的
に
は
肺
気
腫
と
気
道
病
変

が
混
在
し
、
生
理
学
的
に
は
1
秒
量

や
肺
拡
散
能
の
低
下
を
特
徴
と
す
る

代
表
的
な
呼
吸
器
疾
患
で
す
。
疾

患
の
進
行
は一定
で
は
な
く
、
1
秒
量

の
経
年
低
下
は
C
O
P
D
の
病
期
で

異
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

肺
拡
散
能
の
経
年
低
下
に
関
し
て
は

十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
肺
拡
散
能
に
影
響
す

る
肺
気
腫
に
は
、
小
葉
中
心
性
肺
気

腫 

（
C
L
E
）
と
傍
隔
壁
性
肺
気
腫

（
P
S
E
）
の
サ
ブ
タ
イ
プ
が
存
在
し
、

肺
機
能
への
影
響
は
異
な
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
観
察
開
始

時
の
胸
部
C
T
画
像
で
視
覚
評
価

し
た
肺
気
腫
サ
ブ
タ
イ
プ
と
そ
の
後

の
肺
拡
散
能
の
経
年
低
下
と
予
後
の

関
連
を
検
討
し
ま
し
た
。
1
秒
量

と
肺
拡
散
能
の
経
年
低
下
の
相
関

は
弱
く
、
1
秒
量
の
経
年
低
下
は

軽
症
期
で
大
き
い
の
に
対
し
、
肺
拡

散
能
の
経
年
低
下
は
進
行
期
で
大

き
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
胸
部

C
T
で
視
覚
評
価
し
た
C
L
E
と

P
S
E
で
層
別
化
す
る
と
、
C
L
E

は
P
S
E
と
独
立
し
て
、
進
行
期

の
1
秒
量
の
経
年
低
下
、
及
び
す
べ

て
の
G
O
L
D
病
期
に
お
い
て
肺
拡

散
能
の
経
年
低
下
と
関
連
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
進
行
期
で
は
C
L
E

が
予
後
不
良
因
子
で
あ
る
こ
と
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
検
討
よ
り
、

C
L
E
は
P
S
E
と
異
な
り
、
肺

拡
散
能
の
経
年
低
下
及
び
予
後
に
影

響
し
、
肺
気
腫
サ
ブ
タ
イ
プ
の
評
価

は
C
O
P
D
の
病
態
生
理
や
疾
患

進
行
の
理
解
に
有
用
で
あ
る
こ
と
が

示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

　

肺
機
能
の
急
速
な
経
年
低
下
は
予

後
不
良
を
示
唆
す
る
重
要
な
指
標
で

す
が
、
そ
の
評
価
に
は
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
し
繰
り
返
し
検
査
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
本
研
究
は
観
察
開
始
時
の

胸
部
C
T
の
視
覚
的
評
価
で
予
後

不
良
因
子
を
同
定
で
き
る
点
で
本
症

の
疾
患
管
理
の
向
上
に
寄
与
す
る
と

こ
ろ
が
多
い
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
研
究
を
通
じ
、
臨
床
研
究
で
は

質
の
高
い
デ
ー
タ
を
積
み
上
げ
る
こ
と

の
重
要
性
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
欧
米
の
大
規
模
コ
ホ
ー
ト
研

究
に
比
べ
て
症
例
数
が
限
ら
れ
る
中

で
も
、
質
の
高
い
デ
ー
タ
を
基
に
新

た
な
知
見
を
発
信
で
き
る
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
を
励
み
に
、

さ
ら
に
医
学
の
発
展
に
貢
献
で
き
る

よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
教
育
研

究
支
援
基
金
に
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま

し
た
方
々
に
心
よ
り
感
謝
し
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
の
校
友
会
の
益
々
の

ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
京
都
大
学
医
学

部
若
手
研
究
者
優
秀
論
文
賞

（
K
M
Y
I
A
）
と
い
う
大
変
栄
誉

あ
る
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
ず
、

こ
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た

校
友
会
、
京
都
大
学
医
学
部
教
育

研
究
支
援
基
金
の
皆
様
、
そ
し
て

基
金
に
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
方
々
に
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
受
賞
対
象
と
な
り
ま
し
た
論

文
は
、「
R
N
A
ス
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
異

常
を
引
き
起
こ
す
病
原
性
深
部
イ
ン

ト
ロ
ン
バ
リ
ア
ン
ト
の
予
測
プ
ロ
グ
ラ

ム
P
D
I
V
A
S
の
開
発
」
で
す
。

こ
れ
は
、
遺
伝
病
患
者
の
正
確
な
遺

伝
子
診
断
を
目
的
と
す
る
研
究
で
す
。

遺
伝
病
の
大
半
は
希
少
疾
患
で
あ
り
、

症
状
の
み
か
ら
の
確
定
診
断
が
困
難

な
こ
と
が
多
く
、
正
確
な
予
後
予
測

や
治
療
法
選
択
を
行
え
な
い
こ
と
が

医
療
問
題
と
な
って
お
り
ま
す
。
そ

こ
で
近
年
で
は
、
先
に
患
者
の
全
ゲ

ノ
ム
情
報
を
解
析
し
て
欠
損
遺
伝
子

を
同
定
す
る
こ
と
で
候
補
疾
患
群
を

絞
り
込
も
う
、
と
い
う
ゲ
ノ
ム
フ
ァ
ー

ス
ト
ア
プ
ロ
ー
チ
が
注
目
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

私
の
研
究
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
ゲ

ノ
ム
解
析
で
見
落
と
さ
れ
て
い
た
遺

伝
子
領
域
（
深
部
イ
ン
ト
ロ
ン
領
域
）

か
ら
の
疾
患
原
因
変
異
の
探
索
法

を
開
発
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
領
域

は
タ
ン
パ
ク
質
を
コ
ー
ド
し
ま
せ
ん
が
、

成
熟
R
N
A
に
処
理
さ
れ
る
ま
で

の
工
程
（
R
N
A
ス
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
）

に
異
常
を
引
き
起
こ
す
遺
伝
子
変

異
が
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
こ
に
は一
人
当
た
り
1
5
0
万
個

も
の
雑
多
な
遺
伝
子
変
異
が
存
在
し

て
お
り
、
疾
患
原
因
の
も
の
を
絞
り

込
む
こ
と
は
技
術
的
に
困
難
で
し
た
。

　

こ
の
論
文
で
は
、
独
自
に
既
知
の

病
原
性
変
異
と
良
性
変
異
を
網
羅

的
に
収
集
し
、
そ
れ
ら
の
分
類
精
度

を
最
大
化
す
る
手
法
を
、
深
層
学

習
と
進
化
遺
伝
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か

ら
見
出
し
ま
し
た
。
こ
の
予
測
プ
ロ

グ
ラ
ム
P
D
I
V
A
S
は
95 

%
の
高

い
検
出
感
度
で
、一人
か
ら
約
30
個
の

少
数
の
候
補
変
異
を
抽
出
で
き
ま
す
。

論
文
発
表
後
も
複
数
の
病
院
機
関
と

の
連
携
で
P
D
I
V
A
S
に
よ
る
多

数
患
者
の
ゲ
ノ
ム
解
析
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
研
究
を
進
め
る
に
あ
たって
、

常
に
ご
指
導
、
ご
助
言
を
い
た
だ
い

た
萩
原
正
敏
先
生
、
飯
田 

慶
先
生
、

網
代
将
彦
先
生
、
粟
屋
智
就
先
生

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
方
々
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
研
究

の
方
向
性
を
見
失
わ
な
い
よ
う
丁
寧

に
ご
指
導
い
た
だ
い
た
こ
と
、
そ
し

て
、
私
の
成
長
を
見
守
り
、
励
ま
し

て
く
だ
さっ
た
こ
と
が
、
今
回
の
受
賞

に
つ
な
がっ
た
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
K
M
Y
I
A
の
受
賞
を
励

み
に
し
て
、
さ
ら
に
研
究
に
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
私
の
研
究
が
、
学

術
界
だ
け
で
な
く
、
広
く
社
会
に
貢

献
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
、
こ
れ
か

ら
も
努
力
を
重
ね
て
い
く
所
存
で
す
。

第18 回京都大学医学部校友会
総会・講演会のお知らせ

日時　令和 7 年9月20日（土）午後
場所　芝蘭会館本館　稲盛ホール
特別講演会
講演会終了後、懇親会パーティー

申し込み受け付けは おって連絡いたします。

医
学
専
攻
（
呼
吸
器
内
科
学
）
博
士
課
程
4
回
生      

白
石 

祐
介　

令
和
4
年 

若
手
研
究
者
優
秀
論
文
賞
K
M
Y
I
A
受
賞
者
の
言
葉    

所
属
・
身
分
は
、
論
文
発
表
時

K
M
S
─
F
U
N
D
委
員
長
（
2
0
2
5
年
）

画
像
診
断
学
・
核
医
学 

教
授

中
本
裕
士

充
実
し
た
学
習・

研
修・研
究
環
境
を

医
科
学
専
攻
（
形
態
形
成
機
構
学
）
博
士
後
期
課
程 

2
回
生     

黒
澤 

凌

令和 4 年の KMYIA 授賞式

〒606-8501
京都市左京区吉田近衛町

京都大学医学研究科事務部
TE L 075 -761-2467
FAX 075-752 -1528

Mail-Address:
kyoto-kms-fund@office.

med.kyoto-u.ac.jp

京
都
大
学
医
学
部

校
友
会
・
教
育
研
究
支
援
基
金

（K
M

S
ｰ

FU
N

D

）
だ
よ
り

2024 年12 月31日現在

医学科父母

医学部生

芝蘭会員・OB

人間健康科学科父母

教職員

一般

1.0%
30 名

3.8%
121 名

38.9%
1225 名

10.1%
317 名

43.9%
1382 名

2.4%
76 名

寄附
申込人数

合計 3151 名

0.2%
155.2万円

4.2%
2824.5万円

42.2%
2億8339 万円

1.6%
1084 万円

46.7%
3 億 1322.2 万円

5.0%
3359.1 万円

寄附
申込金額

6 億7084.1万円

令和7年 教育研究支援基金（KMS-FUND）委員会委員

委員長 中本 裕士 画像診断学・核医学 教授

西谷 陽子 法医学 教授

竹内 理 医化学 教授

今中 雄一 医療経済学 教授

山田 重人 人間健康科学系専攻生体構造学 教授

井本 憲 医学研究科事務部長

山田 均 芝蘭会事務局長
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私
は
2
0
0
4
年
3
月
に
田
附

興
風
会
医
学
研
究
所 

北
野
病
院
を

定
年
1
年
前
に
辞
し
、
縁
あ
っ
て
大

阪
市
平
野
区
の
長
吉
総
合
病
院
の
院

長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
16
年

間
お
世
話
に
な
っ
た
あ
と
、
77
歳
で

非
常
勤
医
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。

　

常
勤
を
辞
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
1

年
前
よ
り
、
全
国
の
城
巡
り
を
始
め

ま
し
た
。
既
に
日
本
百
名
城
と
続
日

本
百
名
城
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
城

址
は
す
べ
て
登
城
し
ま
し
た
。

　

城
巡
り
を
す
る
に
当
っ
て
興
味
あ

る
の
は
、
次
の
よ
う
な
縄
張
り
の
構

成
要
素
で
、
お
城
ご
と
の
特
徴
を
見

て
回
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

① 

曲
輪  

場
内
に
配
置
さ
れ
た
小
区
画

② 

虎
口  

城
の
出
入
口
、
敵
の
侵
入
を
防

ぐ
た
め
の
工
夫

③ 

桝
形  

虎
口
の
防
御
施
設

④ 

横
矢
（
横
屋
）  

虎
口
や
石
垣
に
近
づ

く
敵
に
對
し
て
死
角
を
な
く
す
工
夫

⑤ 

城
門  

薬
医
門
や
櫓
門
な
ど

⑥ 

石
垣  

敵
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
石
を

積
み
上
げ
て
壁
と
し
た
も
の

⑦ 

土
塁  

城
内
に
土
を
盛
り
上
げ
て
敵
の

侵
入
を
防
ぐ

⑧ 

堀  

土
塁
と
同
じ
目
的
で
水
堀
と
空
堀

　

今
回
は
姫
路
城
や
彦
根
城
と
い
っ

た
メ
ジ
ャ
ー
な
お
城
で
は
な
く
、
岐

阜
県
中
津
川
市
に
あ
り
ま
す
「
苗
木

城
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

苗
木
城
は
1
1
8
5
年
、
源
頼

朝
の
重
臣
で
あ
っ
た
加
藤
景
廉
が
そ

の
功
績
で
美
濃
国
恵
那
郡
の
当
山
荘

を
あ
た
え
ら
れ
、
そ
の
子
孫
が
遠
山

氏
を
名
乗
り
、
の
ち
の
苗
木
遠
山
氏

は
そ
の
一
族
で
す
。
こ
の
地
区（
東

美
濃
）
は
戦
国
時
代
織
田
信
長
と
武

田
信
玄
の
二
大
大
名
の
狭
間
と
な
り
、

武
田
軍
の
侵
攻
を
何
度
も
受
け
て
い

ま
す
。

　
「
本
能
寺
の
変
」
後
、
苗
木
遠
山

氏
は
秀
吉
に
従
わ
な
か
っ
た
た
め
、

 「
敎
へ
の
君
」
十
三
囘
忌

墓
參
と
追
懷

眞
實
は
─
―
淋
し
い
の
だ

た
　ゞ
淋
し
い
の
だ

（
一
髙　
龜
山
正
邦
）

〈
み
ち
の
く
墓
參
〉

昨
日
も
今
日
も　

い
つ
の
日
か

勿
來
の
關
を　

越
ゆ
べ
し
と

思
ふ
こ
こ
ろ
は　

あ
り
な
が
ら

名
こ
そ
辛
け
れ　

た
ま
ぼ
こ
の

道
ぞ
遙
け
き　

野
分
立
つ　

空
を
見
遣
れ
ば　

う
ち
萎
ゆ

　

思
い
立
つ
と
心
は
矢
竹
。
二
〇
二
五

年
四
月
二
十
日
、
十
三
囘
忌
に
し
て
、

初
め
て
墓
前
に
立
つ
。

〈
妙
了
山
大
寶
寺
）

慕
へ
ど
誰
か　

國
里
へ

歸
る
御
魂
を　

留
め
得
む　

恩
師
は
和に
き

ぶ　

先
哲
や

日
蓮
祀
る　

大
寶
寺

髙
風
萬
里　

磐
城
よ
り

步あ
り

く
門
徒
の　

裾
返
す

　

恩
師
（
龜
山
正
邦 　
一
九
二
四
年
一
月

六
日
〜
二
〇
一
三
年
四
月
二
四
日
。
京
大
敎

授　

一
九
七
五
年
十
二
月
〜
一
九
八
七
年
三

月
）
の
墓
は
、
い
わ
き
市
平
の
大
寶

寺
（
日
蓮
宗
）
に
あ
る
。

〈
年
忌
墓
參
〉

愛
別
離
苦
は　

避
り
難
く

忍
ぶ
の
亂
れ　

限
り
な
し

年
忌
墓
參
に　

な
り
ぬ
れ
ば

磐
城
平
は　

櫻
風

吉
田
の
里
は　

花
水
木

兩
花
を
獻
じ　

供
養
せ
む

〈
法
號
〉

妙
了
山
は　

星
祭
り

霜
風
颯
颯　

塚
廻
る

法
號
み
れ
ば　

生
前
の

座
右
の
文
字
ぞ　

浮
か
べ
た
つ

院
號
み
れ
ば　

在
り
し
日
の

德
風
浴
み
し　

日
を
慕
ふ

　　

正
德
院
法
學
日
邦
居
士
。
座
右
の

文
字
と
は
論
語
學
而
篇
で
あ
る
。
以

前
、
京
大
會
館
一
階
に
新
潟
醫
科
大

學
時
代
（
一
年
四
ケ
月
ほ
ど
在
籍
）
の
恩

師
平
澤 
興＊

の
能
筆
の
扁
額
が
揭
げ

ら
れ
て
い
た
。

 　
院
號
と
戒
名
に
「
正
・
邦
」
が
入

り
、
道
號
の
「
法
」
は
法
華
經
の
法
、

戒
名
の
「
日
」
は
日
蓮
で
あ
ろ
う
か
。

經
木
塔
婆
の
裡
側
に
は
日
蓮
御
書
の

中
か
ら
妙
法
經
力
卽
身
成
佛
が
引
用

さ
れ
て
い
た
。

〈
靈
魂
〉

御
魂
は
別
れ　

和に
ぎ
た
ま魂

は

阿
彌
陀
の
橫
に　

差
し
竝
び

荒
魂
こ
そ　

ひ
の
も
と
の

秋
津
島
根
ゆ　

憧
れ
ず

科
戸
と
な
り
て　

時
じ
く
に

古
今
の
旅
を　

返
さ
は
め

　　

每
年
忌
日
に
は
淨
土
眞
宗
僧
侶
で

あ
り
、
德
島
大
學
腦
神
經
內
科
和
泉

唯
信
敎
授
（
講
道
館
六
段
）
が
墓
前
で

お
經
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
龜
山
先

生
が
住
友
病
院
時
代
に
薰
陶
を
受
け

ら
れ
た
。

　

今
囘
は
八
名
が
參
加
し
た
。
讀
經

の
後
ろ
に
控
え
る
私
を
含
む
七
名＊

（
卒
業
年
次
順
に　

飯
島 

節
、
宇
髙
不
可
思
、

杉
山 

博
、
永
田
博
司
、
冨
本
秀
和
、
髙
橋
良

輔
）
か
ら
み
る
と
、
無
宗
敎
か
ら
淨

土
眞
宗
へ
と
改
宗
し
、
阿
彌
陀
淨
土

に
往
生
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
氣
魄

が
傳
わ
っ
て
き
て
、
僧
衣
姿
の
そ
び

ら
は
賴
も
し
い
。
先
生
の
死
去
日
は

舊
曆
で
は
同
年
三
月
十
五
日
、
す
な

わ
ち
阿
彌
陀
如
來
の
緣
日
で
あ
っ
た
。

ご
緣
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

讀
經
後
、
龜
山
內
科
入
局
門
下
生

（
十
一
期
生
ま
で
）
を
代
表
し
て
八
期

生
の
髙
橋
良
輔
前
敎
授
が
『
龜
山
正

邦
先
生
の
墓
前
に
捧
ぐ
』
を
奉
讀
さ

れ
た
。
宇
髙
先
生
は
恩
師
の
後
押
し

が
あ
り
、
長
年
蓄
積
さ
れ
た
資
料
を

も
と
に
、
今
年
三
月
刊
行
の
秋
口
一

郞
先
生
と
の
共
著
『
同
一
症
例
の
經

過
・
畫
像
・
病
理
で
紐
解
く
―
―
臨

牀
神
經
病
理
ワ
ー
ル
ド
』（
B
5
判
・

五
三
九
頁　

金
芳
堂
）
を
持
參
さ
れ
墓

前
報
告
さ
れ
た
。

〈
小
學
校
〉

佐
保
姫
遲
き　

み
ち
の
く
の

揚
げ
土
丘
に　

光
さ
し

雲
雀
囀
り　

蝶
舞
へ
ば

靑
雲
一
片　

湧
き
出
で
て

廣
野
を
巡
る　

春
風
は

南
下
の
夢
を　

萌
え
立
た
す

　　

磐
城
平
城
の
蹟
地
に
あ
る
い
わ
き

市
立
平
第
一
小
學
校
に
立
ち
寄
っ
た
。

運
動
場
は
文
科
省
の
基
準
よ
り
五
割

ほ
ど
廣
い
。

〈
舊
制
磐
城
中
學
校
〉

山
瀨
吹
き
頻
く　

學
び
舍
ゆ

戌
亥
を
見
れ
ば　

閼
伽
井
嶽

摩
伽
陀
善
無
畏　

請
來
の　

藥
師
如
來
の　

加
護
を
受
け

若
き
心
に　

仁
術
の

小
さ
き
種
ぞ　

蒔
か
れ
け
る

　　

學
ば
れ
た
舊
制
磐
城
中
學
（
現
・

磐
城
高
等
學
校
）
も
訪
れ
た
。
昭
和

十
五
年
四
月
、
飛
び
級
で
一
髙
文
甲

に
進
學
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
當
時

の
淺
水
成
吉
郞
校
長
は
龜
山
先
生
に

お
言
葉
を
授
け
ら
れ
た
。「
投
げ
ら

れ
た
所
で
起
き
る
ダ
ル
マ
（
小
法
師
）

か
な
」。
磐
城
か
ら
武
藏
へ
投
げ
ら

れ
、
武
藏
か
ら
越
後
・
下
總
を
經
て
、

ま
た
武
藏
へ
投
げ
返
さ
れ
、
遠
く
山

城
、
攝
津
へ
と
投
げ
ら
れ
續
け
ら
れ

た
人
生
で
あ
っ
た
。

　

一
九
八
七
年
住
友
病
院
長
就
任
時

イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
で
語
ら
れ
て
い
た
長

門
壇
ノ
浦
ま
で
投
げ
ら
れ
て
水
漬
く

屍
と
な
る
こ
と
は
な
く
、
遺
骨
は
壽

陵
（
一
九
六
八
年
五
月
建
立
）
に
戾
っ
て

き
た
。
墓
は
草
が
生
さ
な
い
よ
う
に

設
計
さ
れ
て
い
る
。

　

ご
先
祖
樣
が
仕
え
た
老
中
安
藤
信

正
は
東
側
に
隣
接
す
る
川
嶋
山
楢
岸

院
良
善
寺
（
淨
土
宗
）
の
安
藤
家
歷
代

墓
に
葬
ら
れ
て
い
る
。
ま
つ
ろ
は
ぬ
民

は
雑
司
ヶ
谷
霊
園
（
東
條
英
機
） 

な
ど
は

も
っ
て
の
外
、
大
君
（
主
君
）
の
邊
に

こ
そ
死
な
め
の
心
意
氣
で
あ
ろ
う
か
。

〈
社
會
福
祉
法
人
浴
風
會
病
院
〉

袖
ぞ
露
け
き　

武
藏
野
に

朝
家
遠
慮
の　

惠
み
浴
び　

 「
老
い
」
に
憑
か
れ
し　

殿
樣
や

仁
風
仰
ぐ　

恪
勤
の

修
行
の
人
は　

金
剛
の

智
慧
百
門
の　

泰
斗
な
り

　

生
誕
地
は
舊
武
家
屋
敷
蹟
に
あ
っ

て
三
百
坪
程
度
。
江
戸
時
代
の
先
祖

は
磐
城
平
藩
砲
術
指
南
役
と
聞
く
。

蹟
地
は
現
在
R
E
M
社
經
營
の
駐

車
場
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
老
い
」
に
憑
か
れ
し
殿
樣
と
は
、

尼
子
富
士
郞＊

で
あ
る
。
尼
子
先
生
は

一
九
六
一
年
十
一
月
、
第
二
囘
日
本

老
年
學
會
總
會
で
「
人
は
健
康
な
身

體
と
安
定
し
た
經
濟
的
事
情
の
下
に

あ
っ
て
、
さ
ら
に
人
と
し
て
最
も
大

切
な
知
性
を
も
、
い
つ
ま
で
も
高
く

保
つ
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い

う
こ
と
を
硏
究
す
る
の
が
、
老
年
學

の
一
つ
の
大
目
的
と
考
え
る
」
と
講

演
さ
れ
た
が
、
龜
山
先
生
は
そ
の

五
年
前
の
科
學
雜
誌
『
自
然
』
の

一
九
五
六
年
一
月
號
に
「
腦
は
美
し

い
･
･
･
･
腦
の
病
氣
と
の
鬪
い

は
、
現
代
の
醫
學
の
、
一
つ
の
崇
高

な
る
情
熱
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
書
か
れ
て
い
る
か
ら
、
代
筆
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

〈
通
夜
〉

水
木
の
花
に　

風
渡
る

 「
穀
雨
」
の
雨
は　

我
が
淚

誦
經
は
流
れ　

先
達
は

若
紫
の　

夢
の
中　

死
出
の
旅
路
の　

副
葬
に

遺
文
を
納
め　

弔
は
む

　　

レ
ム
睡
眠
は
若
紫
色
な
の
だ
ろ
う

か
と
、
晩
年
は
不
眠
症
氣
味
だ
っ
た

先
生
が
引
用
さ
れ
「
夢
よ
り
出
で

て
又
夢
の
」
と
歌
う
一
髙
寮
歌
『
若

紫
に＊

』（
大
正
六
年
第
二
十
七
囘
紀
念
祭

歌
）
に
關
連
付
け
て
み
る
。
命
日

二
〇
一
三
年
四
月
二
四
日
は
穀
雨
次

候
の
前
日
で
あ
っ
た
。

〈
京
大
敎
授
時
代
〉

學
道
成
り
て　

隱
れ
な
く

威
風
・
薰
風　

四
方
に
滿
つ

城
の
主
あ
る
じは　

石
地
藏

さ
か
し
き
犢
牛　

來
と
來
て
は

龜
門
を
敲
き　

角
を
礪と

ぎ

い
づ
ち
と
も
な
く　

去
り
行
き
ぬ

　

先
生
は
恩
師
の
冲
中
重
雄
敎
授＊

か

ら
も
っ
と
も
臨
牀
の
で
き
る
門
下
生

と
目
さ
れ
て
、遠
方
（
例
え
ば
三
島
市
）

の
代
診
に
は
卽
指
名
さ
れ
た
人
で
あ

っ
た
。い
い
だ
も
も＊

は
、戰
中
の
一
髙

最
大
の
思
想
家
と
位
置
付
け
て
い
た
。

　

先
生
の
月
命
日
は
新
曆
で
は
地
藏

緣
日
（
二
四
日
）
で
あ
る
。

〈
同
行
二
人
〉

何
に
譬
へ
む　

鴻
恩
を

叢
雨
降
れ
ば　

笠
と
な
り

朔
風
吹
け
ば　

蓑
と
な
り

過
客
步
め
ば　

杖
と
な
る

同
行
劫
里　

天
つ
空

西
の
淨
土
に　

生
を
變
ふ

學
恩
は
深
い
。

〈
第
一
高
等
學
校
〉

都
を
さ
す
や　

幾
十
里

尙
文
の
風　

吹
き
添
へ
ば

橄
欖
の
花　

降
り
か
か
る

操
誓
ひ
し　

柏
木
に

尙
武
雄
風　

吹
き
卷
け
ば

勤
儉
の
聲　

城
に
滿
つ

　

橄
欖
と
柏
木
と
は
一
髙
の
二
大
聖

樹
。
先
生
の
言
動
の
中
で
もっ
と
も
瞠

目
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、一九
四
四
年
二

月
二
日
、一髙
文
化
祭
紀
念
講
演
に
招

聘
さ
れ
た一髙
卒
田
邊
元＊

氏
の
講
演
の

あ
と
、
檀
上
に
立って
、「
田
邊
さ
ん
の

話
は
お
か
し
い
、
戰
爭
を
正
當
化
す

る
思
想
だ
」
と
堂
々
と
反
論
さ
れ
、
マ

タ
イ
傳
第
二
十
六
章
五
十
二
節＊

を
引

用
さ
れ
た
插
話
で
あ
る
。

　

當
時
の
講
演
を
收
載
し
た
筑
摩
書

房
刊
『
田
邊
元
全
集
』
の
第
八
卷

（
二
六
六
〜
三
〇
五
頁
、
速
記
錄
）
を
讀
む

と
、
天
皇
・
國
家
・
個
人
を
三
位
一

體
で
と
ら
え
て
、
大
東
亞
戰
爭
に
疑

念
を
抱
か
な
い
よ
う
に
說
い
た
內
容

と
な
っ
て
い
る
。
模
擬
國
會
で
政
府

を
批
判
し
た
り
、
明
治
四
二
年
三
月

一
日
、
嚶
鳴
堂
全
寮
茶
話
會
で
新
渡

戸
校
長
排
斥
事
件
を
起
こ
し
た
り
し

た
よ
う
な
一
髙
の
傳
統
か
ら
す
れ
ば
、

驚
く
に
當
た
ら
な
い
が
、
學
徒
動
員

が
始
ま
っ
た
翌
年
で
あ
る
か
ら
、
配

屬
將
校
が
同
席
し
て
い
た
ら
、
拷
問

さ
れ
か
ね
な
か
っ
た
情
況
の
中
で
の

苛
烈
な
反
論
に
、
そ
の
場
に
居
合
わ

せ
た
一
髙
生
や
安
倍
能
成＊

（
田
邊
の

二
年
後
輩
）
校
長
を
は
じ
め
と
し
た

敎
授
陣
が
ど
よ
め
い
た
の
は
想
像
に

難
く
な
い
。
砲
術
指
南
の
末
裔
の
血

が
騷
い
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
東
條
英

機
が
仄
聞
し
た
ら
、
こ
れ
を
機
會
に

常
日
頃
か
ら
憎
い
と
思
っ
て
い
る
一

髙
を
潰
せ
と
禿
頭
か
ら
湯
氣
を
立
て

た
で
あ
ろ
う
。
戰
後
、
田
邊
は
戰
中

の
翼
贊
發
言
を
懺
悔
し
て
い
る
。

　

こ
の
出
來
事
の
四
ケ
月
後
の
六
月

二
五
日
發
行
の
一
髙
『
護
國
會
雜

誌
』に
『
曾
我
物
語
』
を
翻
案
し
た

短
編
小
說
『
生
』（
原
稿
用
紙
四
十
五
枚

程
度
）
を
發
表
さ
れ
た
。
仇
討
ち
の

準
備
は
萬
端
だ
っ
た
の
に
、
な
ん
と

土
壇
場
で
兄
の
十
郞
（
祐
成
）
は
弟

の
五
郞
（
時
致
）
に
仇
討
ち
は
し
な

い
と
宣
言
し
て
し
ま
う
反
戰
小
說
と

な
っ
て
い
る
。
直
木
賞
に
推
薦
さ
れ

て
も
お
か
し
く
な
い
ほ
ど
の
優
れ
た

出
來
榮
え
に
舌
を
卷
い
た
。

　

一
髙
か
ら
排
斥
さ
れ
そ
う
に
な
っ

た
新
渡
戸
の
名
譽
の
た
め
に
附
言
し

て
お
く
が
、
新
渡
戸
は
一
髙
の
み
な

ら
ず
ナ
ン
バ
ー
ス
ク
ー
ル
舊
制
高
校

歷
代
校
長
の
な
か
で
、
退
職
の
と
き

は
「
敎
へ
の
君
」
と
慕
わ
れ
て
、
在

校
生
か
ら
惜
別
歌＊

を
寄
贈
さ
れ
た
唯

一
の
人
で
あ
る
。

　

自
由
で
開
か
れ
た
京
都
大
學
。

一
九
七
五
年
某
月
、
老
年
醫
學
講
座

の
臨
牀
敎
授
に
學
閥
を
越
え
て
銓
衡

さ
れ
た
英
邁
な
る
敎
授
會
の
諸
先
生

（
多
く
は
鬼
籍
）
に
滿
腔
の
謝
意
を
あ

ら
た
め
て
表
明
し
て
擱
筆
す
る
。　
　

〈
次
囘
十
七
囘
忌
に
寄
せ
て
〉

あ
ひ
見
て
は　

ま
た
も
見
ま
く
の

ほ
し
き
か
な　

御
魂
休
ら
ふ　

 

み
ち
の
く
の
墓

＊
印
の
人
物
な
ど
は
、
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
、

　

W
E
B
、
芝
蘭
會
會
員
名
簿
を
參
照

特 

別 

寄 

稿

	

昭
和
52
年
卒 

丁
巳
会
委
員

岩
辻　

賢
一
郎

シ
リ
ー
ズ
◆
半
隠
居
老
医
の
城
巡
り  

①

自
然
の
巨
岩
を
利
用
し
た

天
空
の
城 「
苗
木
城
」

　
　
　
　
　
　
昭
和
43
年
卒
　
梁
瀬 

義
章

新

図 1  城山遠景（山頂に城郭）図 3  至る所に巨岩が 図 2  天守台からの眺望図 4 足軽長屋跡から現在の苗木城址
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支部
だより

　

令
和
7
年
2
月
1
日
（
土
）、

K
K
R
ホ
テ
ル
東
京
11
階
「
鳳
凰
の

間
」
に
て
、
2
0
2
5
年
度
芝
蘭

会
東
京
⽀
部
総
会
な
ら
び
に
第
23
回

京
都
大
学
健
康
科
学
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
に
支

部
長
の
大
髙
道
也
先
生
か
ら
の
ご

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
大
髙
先
生
は

骨
折
で
入
院
な
さ
っ
て
い
ま
し
た

が
、
東
京
支
部
参
加
の
た
め
一
時

外
出
の
許
可
を
得
ら
れ
、

東
京
支
部
へ
の
強
い
想

い
を
感
じ
ま
し
た
。
続

い
て
前
年
度
総
会
の
物

故
会
員
の
報
告
、
新
会

員
、
役
員
等
の
ご
紹
介

が
⾏
わ
れ
ま
し
た
。
次

に
2
0
2
3
年
度
決
算

報
告
、
監
査
終
了
報
告

や
、
2
0
2
4
年
度
の

予
算
見
通
し
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

河
本 

宏
先
生
（
京
都

大
学
医
生
物
学
研
究
所

所
長
、
再
生
免
疫
学
分

野
教
授
）に
よ
る
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、

京
大
医
学
部
の
最
近
の

活
動
な
ど
に
つい
て
説
明

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
京

大
医
学
部
の
人
事
を
紹

介
な
さ
っ
た
後
、
ノ
ー
ベ

ル
生
理
学
医
学
賞
を
受

賞
さ
れ
た
本
庶 

佑
先

生
が
癌
免
疫
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
を
開
設
な
さ
っ

た
こ
と
、
医
学
部
附
属

病
院
で
中
病
棟
及
び
次
世
代
医
療

i
P
S
細
胞
治
療
研
究
セ
ン
タ
ー

（
K
i

−C
O
N
N
E
C
T
）
が
完

成
し
た
こ
と
、
学
生
会
館
の
設
備

補
充
が
進
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
を
紹

介
さ
れ
、
京
大
医
学
部
の
更
な
る

発
展
を
予
感
す
る
内
容
ば
か
り
で

し
た
。

　

続
い
て
題
を
「
免
疫
を
知
る
、
創

る
――
免
疫
細
胞
の
探
求
と
E
S
/  

i
P
S
細
胞
由
来
T
細
胞
製
剤
の

が
ん
お
よ
び
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

応
用
」
と
し
て
、
河
本
先
生
の
研

究
実
績
お
よ
び
最
先
端
の
再
生
免

疫
学
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
ま
し

た
。
ま
ず
大
学
院
を
卒
業
さ
れ
た
後
、

A
D
A
欠
損
症
に
お
い
て
T
細
胞

の
分
化
が
障
害
さ
れ
る
こ
と
に
興
味

を
持
ち
、
桂
義
元
研
（
胸
部
疾
患
研

究
所
、
現
医
生
研
）
に
入
ら
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
T
細
胞
と
B
細
胞

が
本
当
に
近
縁
の
存
在
な
の
か
と
い

う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
て
研
究
さ

れ
、
T
細
胞
と
B
細
胞
に
共
通
前

駆
細
胞
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
発
想
を
得
た
根

拠
と
し
て
、
進
化
の
過
程
で
サ
メ
と

鯨
の
よ
う
に
一
見
似
た
よ
う
な
存
在

で
も
実
態
は
全
く
違
う
こ
と
を
例
に

な
さ
っ
て
お
り
、
身
近
な
事
例
か
ら

研
究
の
着
想
を
得
る
と
は
ま
さ
に
こ

の
こ
と
か
と
大
変
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
後
、
湊 

長
博
先
生
の
も

と
で
研
究
を
進
め
ら
れ
、
次
に
理
研

の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
に
就
任
さ
れ
て
、

T
前
駆
細
胞
が
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
へ

の
分
化
能
を
有
す
る
こ
と
を
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
医
生
研
に
戻
ら
れ
て
か

ら
は
血
液
細
胞
の
そ
も
そ
も
の
起
源

な
ど
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
、
血
液
細

胞
の
起
源
と
し
て
、
単
細
胞
生
物
の

カ
プ
ラ
ス
ポ
ラ
が
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ

の
原
型
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
突
き

止
め
た
そ
う
で
す
が
、
こ
の
こ
と

も
進
化
の
流
れ
か
ら
推
論
な
さ
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
メ
イ
ン
テ
ー

マ
と
し
て
T
細
胞
製
剤
に
つ
い
て

お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
河

本
先
生
の
目
指
す
T
細
胞
製
剤
と

は
、
他
家
の
T
細
胞
を
冷
凍
保
存

し
て
お
く
こ
と
に

よ
り
、
汎
用
性
と

即
納
性
を
兼
ね
備

え
て
い
ま
す
。
他

家
の
T
細
胞
製
剤

は
創
薬
の
歴
史
の

中
で
必
然
的
に
出

て
き
た
も
の
だ
そ

う
で
す
。
ま
ず
は

漢
方
な
ど
の
生
薬

が
よ
り
純
粋
に
抽

出
合
成
さ
れ
る
こ

と
で
ア
ス
ピ
リ
ン

な
ど
の
低
分
子
化

合
物
が
開
発
さ
れ
、

次
に
よ
り
機
能
的

な
分
子
と
し
て
タ
ン

パ
ク
質
や
抗
体
な
ど

の
高
分
子
化
合
物

が
開
発
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
よ
り

高
機
能
な
細
胞
を

目
指
し
、
自
家
の

細
胞
療
法
で
あ
る

C
A
R

−T
療
法

が
開
発
さ
れ
ま
し

健
康
科
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

最
新
の
医
学
情
報
を
共
有

東
京

秀
吉
の
重
臣
・
森
長
可
の
攻
撃
を
受

け
、
家
康
を
頼
り
城
を
出
て
い
ま
す
。

1
6
0
0
年
に
遠
山
友
政
は
家
康
の

命
を
受
け
、
苗
木
城
を
奪
還
し
て
い

ま
す
。
そ
の
後
苗
木
遠
山
氏
は
明
治

維
新
ま
で
藩
主
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

苗
木
城
に
興
味
を
持
つ
理
由
は
、

苗
木
藩
は
1
万
石
な
の
に
城
を
持
て

た
こ
と
と
、
そ
の
特
殊
な
地
形
で
す
。

江
戸
時
代
以
降
、
城
持
ち
大
名
に
な

っ
た
の
は
3
万
石
以
上
の
藩
主
だ
け

だ
っ
た
か
ら
で
す
。
苗
木
城
は
、
木

曽
川
の
ほ
と
り
の
急
峻
で
そ
れ
ほ
ど

平
地
の
な
い
と
こ
ろ
に
、
大
矢
倉
、

本
丸
、
二
の
丸
や
三
の
丸
が
あ
り
、

武
器
庫
な
ど
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

図
1
の
よ
う
な
山
の
頂
上
に
作
ら

れ
た
城
の
三
方
は
断
崖
絶
壁
で
す
。

北
の
方
角
は
山
続
き
に
な
っ
て
い
る

た
め
、
北
側
の
防
御
が
重
要
だ
っ
た

よ
う
で
、
北
側
に
櫓（
大
矢
倉
）や

風
吹
門
な
ど
が
造
ら
れ
て
い
た
よ
う

で
す
（
図
6
）。
天
守
台
は
花
崗
岩
の

巨
岩
の
上
に
、
清
水
の
舞
台
の
よ
う

な
懸
造
を
駆
使
し
て
建
て
ら
れ
て
い

た
よ
う
で
す
（
図
8
）。

　

建
築
物
は
一
切
残
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
あ
る
「
在
り

し
日
の
苗
木
城
」（
図
5
）
を
見
な
が

ら
現
地
を
歩
き
ま
す
と
、
と
て
も
楽

し
く
、
遠
く
戦
国
時
代
の
武
士
た
ち

の
生
活
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

石
垣
に
も
い
ろ
ん
な
時
代
の
積
み

方
の
石
垣
が
残
っ
て
い
ま
す
。
天
守

台
か
ら
の
日
本
百
名
山
の
恵
那
山
や

木
曽
川
の
眺
望
（
図
2
）
も
、
時
が
経

つ
の
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

城
を
巡
る
楽
し
み
に
石
垣
を
見
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
（
積
み
方
や
矢
穴

石
を
探
す
な
ど
）。
苗
木
城
址
に
は

い
ろ
ん
な
積
み
方
の
石
垣
が
残
っ
て

い
ま
す
。
積
み
方
に
は
原
則
的
に
は

図
9
の
ご
と
く
、
野
面
積
、
打
込
接
、

切
込
接
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ

に
横
一
直
線
に
並
ぶ
布
積
と
、
乱
雑

に
並
ぶ
乱
積
が
あ
り
ま
す
。

　

苗
木
城
に
見
ら
れ
る
石
垣
は
、
図

10
（
a
〜
f
）
の
と
お
り
で
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）

図 6 大矢倉（城内で最大の櫓建築跡、手前が
風吹門跡）

図 7 岩盤を削って「御朱印蔵」を建てた跡

図 8 巨大な岩山の上に復元された懸造の天守
（巨岩の上に懸造の天守）

図 5 復元された在りし日の
苗木城（中津川市商工観光部
のパンフレットから転載）

図10- c 駆門跡の打込接に間積石

図10-a 二の丸の野面積乱積

図10-b　本丸石垣（下方は打
込接の乱積、上方は切込接布積）

図 10-d 二の丸の切込接の布積

図10-e 谷積（石を斜めに積む）

図10- f 野面積布積、角は角ばらず鈍角：しの
ぎ積

図 9　石垣の積み方には、自然石をそのまま積み上げ、隙間に小石を詰める野面積みと石の
角を叩いて形を整えて積み上げる打込接（うちこみはぎ）、石を方形に整え積み上げる切込接

（きりこみはぎ）の 3 種類があり、積み方によって高さが揃っていない石を積み上げる乱積（ら
んづみ）と、高さが揃った石を積み上げる布積（ぬのづみ）があります。その他に、石を斜め
に積む谷積（水口城、白河小峰城・落し積み）や石を六角形に加工して積む亀甲積、川原石
だけで積む（静岡県横須賀城）玉石積などがあります。

谷 積

そ
の
他

亀 甲 積 玉 石 石 垣

野 面 積

乱 

積

布 

積

打 込 接 切 込 接



2025（令和7）年9月15日219号 芝　　蘭　　会　　報 （　6　）

　

令
和
7
年
2
月
1
日
（
土
）、
福

井
赤
十
字
病
院
に
て
、
令
和
6
年

度
芝
蘭
会
福
井
支
部
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　

は
じ
め
に
総
会
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
支
部
長
で
あ
る
吉
田
治

義
先
生
の
開
会
の
ご
挨
拶
、
新
入

会
員
の
ご
紹
介
、
原
田
範
雄
先
生

と
池
野
嘉
伸
先
生
に
よ
る
芝
蘭
会

福
井
支
部
へ
の
入
会
の
ご
挨
拶
、

髙
野
誠
一
郎
先
生
に
よ
る
事
業
報

告
、
菅
野
元
喜
先
生
に
よ
る
決
算

報
告
、
春
木
伸
一
先
生
に
よ
る
監

査
報
告
、
事
業
計
画
案
、
予
算
案

の
ご
説
明
、
役
員
改
選
に
つ
い
て
の

ご
説
明
、
県
立
尼
崎
病
院
に
ご
異

動
さ
れ
る
大
嶋
勇
成
先
生
の
ご
挨

拶
、
副
支
部
長
に
ご
就
任
さ
れ
た

菊
田
健
一
郎
先
生
、
ま
た
支
部
長

に
ご
就
任
さ
れ
た
小
松
和
人
先
生

の
ご
挨
拶
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま

た
、
副
支
部
長
の
内
木
宏
延
先
生

が
来
年
度
よ
り
福
井
大
学
学
長
に

ご
就
任
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、
花

束
の
贈
呈
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆ 

支
部
会
員
研
究
発
表

　

続
い
て
、
福
井
大
学
医
学
部
附

属
病
院
内
分
泌
・
代
謝
内
科
教
授

の
原
田
先
生
よ
り
、「
消
化
管
ホ
ル

モ
ン
――
イ
ン
ク
レ
ク
チ
ン
を
介
し

た
生
体
内
の
糖
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
調

節
に
つ
い
て
」
と
い
う
演
題
で
ご

講
演
い
た
だ
き
、
研
究
成
果
を
ご

紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

イ
ン
ク
レ
チ
ン
は
イ
ン
ス
リ
ン

分
泌
を
促
進
す
る
消
化
管
ホ
ル
モ

ン
で
あ
り
、
食
後
の
総
イ
ン
ス
リ

ン
分
泌
量
の
約
60
%
を
担
い
ま

す
。
原
田
先
生
は
、
腸
管
に
存
在

す
る
（
G
I
P
分
泌
）
K
細
胞
と

（
G
L
P

−

1
分
泌
）
L
細
胞
の
識

別
が
困
難
で
あ
っ
た
問
題
に
対
し
、

E
G
F
P
を
遺
伝
子
座
に
挿
入
し

た
マ
ウ
ス
を
用
い
、
研
究
を
進
め

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

K

−

L
細
胞
に
は
長
鎖
脂
肪

酸
を
リ
ガ
ン
ド
と
す
る
受
容
体

G
P
R
1 

20

− 

G
P
R 

40
が
発
現

し
ま
す
が
、
両
欠
損
マ
ウ
ス
を
用

い
た
実
験
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
受

容
体
が
脂
肪
摂
取
後
の
イ
ン
ク
レ

チ
ン
分
泌
に
必
須
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

G
I
P
は
脂
肪
の
摂
取
と
肥
満

を
つ
な
ぐ
ホ
ル
モ
ン
と
し
て
も
作
用

た
が
、
コ
ス
ト
が
高
く
汎
用
性
が
低

い
と
い
う
問
題
点
が
あ
り
、
そ
の
問

題
点
を
解
決
す
る
た
め
に
河
本
先
生

の
研
究
は
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
よ
り

安
価
に
治
療
を
提
供
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
i
P
S
細
胞
で
は
な

く
E
S
細
胞
を
使
う
こ
と
も
考
え

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
M
H
C
を
ノ
ッ

ク
ア
ウ
ト
す
る
と
N
K
細
胞
が
攻

撃
す
る
と
い
う
問
題
点
は
あ
る
そ
う

で
す
が
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
の

急
性
期
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
、

短
期
間
効
果
が
発
揮
さ
れ
れ
ば
十
分

で
あ
る
た
め
問
題
と
は
な
ら
な
い
と

の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
他
家

の
T
細
胞
製
剤
を
普
及
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
へ
の
対

策
や
S
A
R
S
、
M
E
R
S
、
エ

ボ
ラ
、
鳥
イ
ン
フ
ル
を
対
象
と
し
た

T
細
胞
製
剤
の
備
蓄
、
骨
髄
移
植

後
の
ウ
イ
ル
ス
再
活
性
化
へ
の
対
策

が
可
能
に
な
り
、
今
後
間
違
い
な
く

主
流
の
治
療
法
と
な
っ
て
い
く
と
確

信
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
T
細
胞

製
剤
を
何
種
類
創
る
必
要
が
あ
る
か

に
つ
い
て
は
、
10
種
類
の
T
C
R

を
準
備
し
て
お
け
ば
ほ
と
ん
ど
の
日

本
人
の
治
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
、

現
在
の
河
本
先
生
の
グ
ル
ー
プ
が
有

す
る
技
術
で
そ
の
こ
と
は
可
能
で
あ

る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
河

本
先
生
は
最
先
端
の
研
究
を
興
味
深

く
説
明
な
さ
る
だ
け
で
な
く
、
学
生

時
代
の
思
い
出
、
漫
画
や
音
楽
な
ど

の
趣
味
を
紹
介
し
な
が
ら
お
話
し
さ

れ
て
い
た
の
で
、
全
く
飽
き
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
こ
れ

か
ら
ど
の
よ
う
に
研
究
を
進
め
て
い

く
か
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
、
医
生
物
学
研

究
所
を
広
め
る
た
め
のY

ou T
ube

配
信
の
こ
と
を
お
聞
き
し
、
現
在
の

医
学
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め

に
大
変
ご
尽
力
な
さ
っ
て
い
る
の
だ

な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

河
本
先
生
の
講
演
に
引
き
続
き
、

水
野 

篤
先
生
（
聖
路
加
国
際
病
院

循
環
器
内
科
、
Q
I
セ
ン
タ
ー
医

療
の
質
管
理
室
室
長
）
に
よ
る
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
水
野
先
生

は
人
と
の
つ
な
が
り
の
重
要
性
に
つ

い
て
お
話
し
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現

在
水
野
先
生
は
循
環
器
内
科
よ
り
、

実
装
科
学
と
行
動
経
済
学
を
専
門
と

し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
こ
に
辿
り

つ
く
過
程
に
は
多
く
の
人
と
の
巡
り

合
わ
せ
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

水
野
先
生
が
聖
路
加
国
際
病
院
に
入

っ
た
際
、
日
野
原
先
生
の
将
来
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
聞
い
て
刺
激
を
受
け
た
こ

と
、
聖
路
加
国
際
病
院
に
権
威
の
あ

る
司
書
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
、

循
環
器
の
緩
和
ケ
ア
と
い
う
テ
ー

マ
で
A
M
E
D：

国
立
研
究
開
発

法
人
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
の
メ

デ
ィ
カ
ル
ア
ー
ツ
の
助
成
金
に
選
ば

れ
た
こ
と
、JA

CC:A
dvancesの

A
ssociate Editor

に
選
ば
れ
た

こ
と
な
ど
で
す
。
当
時
の
司
書
は
シ

ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー
（
特
定

の
課
題
に
つ
い
て
、
系
統
的
な
方
法

で
研
究
を
収
集
・
評
価
・
分
析
し
て

結
論
を
出
す
手
法
）
を
強
み
と
し
て

お
り
、
そ
れ
を
用
い
て
作
成
し
た
教

育
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
を
診
療
報

酬
加
算
の
枠
組
み
に
入
れ
て
い
た
だ

け
た
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
経
験

か
ら
、
臨
床
と
研
究
の
他
に
社
会
の

要
請
や
、
政
策
決
定
と
い
う
要
素
が

あ
り
、
世
の
中
に
求
め
ら
れ
る
研
究

が
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
水
野
先

生
は
お
感
じ
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
そ
の
中
で
エ
ビ
デ
ン
ス
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
ギ
ャ
ッ
プ
（
エ
ビ
デ
ン
ス
が

示
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
医

療
現
場
に
お
い
て
そ
れ
が
実
践
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
）
を
解
決
す
る
た
め

の
実
装
科
学
と
行
動
経
済
学
を
勉

強
し
よ
う
と
お
考
え
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。
実
装
科
学
と
はefficacy

（
効
能
）
が
示
さ
れ
て
い
る
事
柄
を

effective

に
す
る
即
ち
実
際
の
医

療
現
場
に
お
い
て
実
践
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
そ
し
て

そ
の
際
の
理
論
と
し
て
行
動
経
済
学

を
用
い
た
枠
組
み
を
用
い
る
こ
と
が

可
能
だ
そ
う
で
す
。
例
え
ば
日
本
に

お
い
て
臓
器
移
植
の
意
思
表
示
を
し

て
い
る
人
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

オ
プ
ト
ア
ウ
ト
式
を
採
用
し
て
い
る

国
で
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
同
意
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
文
化
的
な
文
脈
は

考
慮
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
の

デ
フ
ォ
ル
ト
設
定
と
い
う
行
動
経
済

学
の
理
論
で
説
明
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
実
際
に
こ
れ
ら
の
理
論
を

応
用
す
る
と
、
日
本
に
お
け
る
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
薬
の
処
方
を
デ
フ
ォ
ル

ト
設
定
す
る
こ
と
な
ど
に
応
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
水
野
先
生
は
こ
れ

ら
の
こ
と
を
若
手
教
育
の
改
善
や
、

生
成
A
I
の
実
臨
床
へ
の
応
用
に

も
活
用
し
よ
う
と
お
考
え
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
実
際
に
医
療
現
場

を
ど
の
よ
う
に
動
か
し
て
い
く
と

い
う
テ
ー
マ
で
大
変
興
味
深
い
内

容
で
し
た
。

　

水
野
先
生
の
講
演
後
は
写
真
ス

タ
ジ
オ
で
写
真
撮
影
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
別
会
場
へ
移
動
し
、
懇
親

会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会

で
は
私
た
ち
学
生
を
含
め
た
そ
の

場
の
参
加
者
全
員
か
ら
1
人
ず
つ

近
況
報
告
が
あ
り
、
皆
様
が
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
大
変
ご
活
躍
な
さ

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
河

本
先
生
の
同
級
生
が
多
く
集
ま
っ

て
お
ら
れ
、
昔
話
に
花
を
咲
か
せ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
先
生
方

が
私
た
ち
学
⽣
に
も
気
さ
く
に
話

し
か
け
て
く
だ
さ
り
、
ご
自
身
が

半
生
で
取
り
組
ま
れ
て
き
た
研
究

や
仕
事
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
東
京
で
ご

活
躍
な
さ
っ
て
い
る
先
生
方
の
お

話
し
は
大
変
興
味
深
く
、
こ
の
よ

う
な
素
晴
ら
し
い
人
の
つ
な
が
り

を
持
て
た
こ
と
は
非
常
に
幸
運
で

し
た
。
終
始
と
て
も
和
や
か
な
雰

囲
気
だ
っ
た
懇
親
会
も
た
け
な
わ

と
な
り
、
会
は
惜
し
ま
れ
な
が
ら

も
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
な
り
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
会
に
お
招
き
く
だ
さ
っ
た

こ
と
へ
大
変
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
⽂
責
・
3
回
⽣ 

木
田
雄
大
、
2

回
生 

西
野
純
平
）

し
ま
す
。
実
験
で
は
、
G
I
P
欠
損

マ
ウ
ス
で
は
高
脂
肪
食
に
よ
る
体
重

増
加
が
抑
え
ら
れ
、
イ
ン
ス
リ
ン
感

受
性
が
改
善
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
ほ
か
、
腸
管
特
異
的
に
G
P
R
1 

20
を
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
す
る
と
G
I
P

分
泌
が
半
減
し
、
代
謝
改
善
効
果
が

得
ら
れ
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
の
ヒ
ト
へ
の

応
用
と
し
て
、
中
鎖
脂
肪
酸
ト
リ

グ
リ
セ
リ
ド
が
G
P
R
1 

20
の
ア

ン
タ
ゴ
ニ
ス
ト
と
し
て
作
用
し
て
、

G
I
P
分
泌
の
抑
制
に
よ
る
体
重

減
少
や
イ
ン
ス
リ
ン
感
受
性
の
改
善

へ
寄
与
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

原
田
先
生
は
、
食
事
療
法
や
薬
物
療

法
な
ど
の
新
た
な
治
療
法
開
発
に

向
け
て
研
究
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

原
田
先
生
の
ご
講
演
で
は
、
イ
ン
ク

レ
チ
ン
に
つ
い
て
の
基
礎
研
究
か
ら

臨
床
へ
の
応
用
ま
で
を
展

望
す
る
も
の
で
、
大
変
興

味
深
か
っ
た
で
す
。

◆ 

学
術
講
演

　

次
に
、
三
田
さ
か
い
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
坂
井
秀
至
先

生
よ
り
、『
40
代
半
ば
で
顕

著
な
知
能
低
下
を
き
た
し

た
一
症
例
』
と
い
う
演
題

で
ご
講
演
い
た
だ
き
、
坂

井
先
生
の
半
生
に
つ
い
て

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

坂
井
先
生
は
幼
少
期

よ
り
囲
碁
に
親
し
ま
れ
、

学
業
と
並
行
し
な
が
ら
実

力
を
磨
き
、
大
学
在
学

中
に
ア
マ
チ
ュ
ア
世
界
一
を

達
成
さ
れ
ま
し
た
。
医

師
国
家
試
験
合
格
後
は
プ

ロ
棋
士
の
道
を
選
び
、
碁

聖
獲
得
や
八
段
取
得
な
ど
、

す
ば
ら
し
い
実
績
を
残
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
40
代

半
ば
以
降
、
棋
力
の
低
下

を
痛
感
さ
れ
、
人
生
経

験
を
活
か
す
道
と
し
て
精

神
科
医
に
転
身
さ
れ
ま
し

た
。
講
演
で
は
、「
集
中

し
て
や
り
き
る
こ
と
」
の

重
要
性
を
強
く
お
話
し

さ
れ
ま
し
た
。

　

囲
碁
の
道
で
タ
イ
ト
ル

獲
得
ま
で
成
し
遂
げ
た
著
名
な
先
生

の
お
話
は
大
変
興
味
深
く
、
な
か
で

も
「
囲
碁
は
対
戦
相
手
の
意
図
を
読

む
ゲ
ー
ム
で
あ
り
、
精
神
科
で
の
患

者
と
の
対
話
の
際
に
そ
の
知
見
が
役

に
立
っ
た
」
と
い
う
お
話
は
印
象
深

い
も
の
で
し
た
。

◆ 

特
別
講
演

　

続
い
て
「
難
治
の
肝
胆
膵
癌
に
挑

む
」
と
い
う
題
目
で
、
京
都
大
学
医

学
部
附
属
病
院
肝
胆
膵
・
移
植
外

科
/
小
児
外
科
教
授
の
波
多
野
悦

朗
先
生
に
よ
る
ご
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
肝
胆
膵
領
域
の
が
ん
は
発

生
頻
度
は
比
較
的
高
く
な
い
も
の

の
、
死
亡
率
は
高
く
、
特
に
5
年
・

10
年
生
存
率
は
全
臓
器
中
最
低
レ
ベ

ル
の
難
治
が
ん
で
す
。
早
期
発
見
が

困
難
で
診
断
時
に
は
進
行
し
て
い
る

症
例
が
多
く
、
再
発
し
や
す
い
と
い

う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
な

か
、
来
る
超
高
齢
化
社
会
に
お
い
て

は
、「
体
へ
の
負
担
の
少
な
い
治
療

法
」
で
進
行
が
ん
を
「
治
す
」
こ
と

が
目
標
に
な
る
そ
う
で
す
。

　

京
大
病
院
で
は
、
小
澤
和
恵
先
生

に
よ
る
ヒ
ヒ
/
ブ
タ
全
肝
を
用
い

たliver support

や
、
国
内
第
2

例
目
の
生
体
肝
移
植
の
成
功
な
ど
、

先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
波
多
野
先
生
が
米
国
ノ
ー
ス

カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学
へ
の
留
学
か
ら
帰

国
さ
れ
た
当
時
は
門
脈
腫
瘍
栓
を
伴

う
肝
が
ん
に
対
す
る
手
術
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
1
年
生
存
率
は
40 

%

も
行
か
な
い
現
状
で
し
た
。　

　

こ
う
し
た
治
療
の
必
要
性
に
疑
問

を
感
じ
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
当
時
の
教
授
で
あ
る
上
本
伸
二

先
生
の
「
自
分
で
限
界
を
つ
く
っ
た

ら
あ
か
ん
」
と
い
う
言

葉
を
胸
に
波
多
野
先
生

は
、
左
3
区
域
切
除
に

よ
る
門
脈
腫
瘍
栓
摘
出
、

肝
動
注
療
法
に
よ
る
治

療
な
ど
、
ま
さ
に
「
限

界
を
超
え
た
」
治
療
を

行
って
き
ま
し
た
。
し
か

し
外
科
手
術
単
体
で
は
、

「
予
後
不
良
の
病
態
の

場
合
、
再
発
率
が
高
い
」

こ
と
が
「
限
界
」
と
し

て
存
在
す
る
の
も
ま
た

事
実
だ
そ
う
で
す
。

　

一
方
で
、
2
0
0
9

年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ソ

ラ
フ
ェニ
ブ
を
用
い
た
治

療
な
ど
薬
物
療
法
も
進

歩
を
続
け
て
き
ま
し
た

が
、
こ
う
し
た
薬
物
療

法
も
ま
た
、「
治
療
に

至
る
の
は
ご
く
わ
ず
か

で
あ
る
」
と
い
う
「
限

界
」
が
存
在
し
ま
す
。

　

両
方
の
ジ
レ
ン
マ
を

か
か
え
た
状
況
で
登
場

し
た
の
は
、
外
科
手
術

と
薬
物
療
法
を
か
け
合

わ
せ
た
治
療
で
す
。
手

術
を
行
っ
て
も
高
率
に

再
発
す
る
外
科
の
限
界

と
も
い
え
る
病
態
に
は
、

A
djuvant

や
N
A
C
、
薬
物
療
法

の
限
界
に
は
、Conversion

と
い

っ
た
選
択
肢
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
次
に
必
要
に
な
っ
て
く
る

の
は
、
手
術
の
切
除
可
能
領
域
に
関

す
る
定
義
で
、Resectable

（
切
除

可
能
）、Borderline resectable

（
切

除
可
能
領
域
）、Unresectable

（
切

除
不
能
）
の
分
類
に
基
づ
く
標
準
療

法
の
確
立
で
す
。
大
腸
が
ん
肝
転
移

に
お
い
て
は
、
分
子
標
的
治
療
薬
併

用m
FOLFOX6

療
法
に
よ
り
、
治

療
切
除
不
能
な
大
腸
癌
肝
転
移
患
者

の
約
3
分
の
2
が
手
術
可
能
と
な
る

と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
進
行
肝
細
胞
癌
で
は
さ

ら
に
手
術
治
療
方
針
の
決
定
が
難
し

く
、
現
在
も
研
究
は
続
い
て
い
ま

す
。
ソ
ラ
フ
ェ
ニ
ブ
か
ら
レ
ン
バ
チ

ニ
ブ
か
ら
始
ま
り
、
デ
ュ
ル
バ
ル
マ

ブ
+
ト
レ
メ
リ
ム
マ
ブ
と
い
っ
た

免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
に

よ
るconversion

、
そ
し
て
波
多

野
先
生
が
行
わ
れ
て
い
る
肝
動
注
療

法
と
レ
ン
バ
チ
ニ
ブ
を
組
み
合
わ
せ

た
N
A
C
な
ど
、
取
り
組
み
は
続

い
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
将
来
の
肝
臓
外
科
手
術
の

展
望
と
し
て
、「
見
え
な
い
も
の
を

可
視
化
す
る
」
こ
と
が
重
要
に
な
っ

て
く
る
そ
う
で
す
。
肝
臓
に
は
目
印

と
な
る
も
の
が
な
く
、
ま
た
肝
臓

の
移
動
・
変
形
に
対
応
で
き
る
技

術
が
必
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
京
大
病
院
で
取
り
組
ま

れ
て
い
る
革
新
的
な
取
り
組
み
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
I
C
G
を
用
い

た
蛍
光
ガ
イ
ド
下
手
術
に
と
ど
ま
ら

ず
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク（
株
）と
共
同

で
開
発
し
た
M
I
P
S
と
い
う
技
術

に
よ
っ
て
手
術
を
支
援
す
る
シ
ス
テ

ム
も
開
発
さ
れ
、
京
大
で
は
症
例
が

2
0
0
0
例
を
超
え
る
ほ
ど
積
極

的
に
肝
移
植
に
も
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。
生
体
肝
移
植
を
中
心
に
京
大

で
の
肝
移
植
の
現
状
を
紹
介
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
膵
癌
予
後
向
上
に
向
け

て
の
取
り
組
み
、
外
科
診
療
科
に
お

け
る
働
き
方
改
革
やSD

Gs

の
取
り

組
み
、
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
、
ヒ
ノ
ト
リ
、

ヒ
ュ
ー
ゴ
と
い
っ
た
先
端
医
療
技
術

充
実
し
た
三
つ
の
講
演
で

京
大
病
院
の
現
状
と
未
来
を
展
望

福
井
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の
整
備
、
さ
ら
に
は
治
験
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
の
推
進
な
ど
、
様
々

な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
。
若
手
、
中
堅
医
師
の
育
成
と

最
新
技
術
の
導
入
を
両
立
さ
せ
な
が

ら
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
よ
り
良
い

新
し
い
医
療
の
提
供
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

◆ 

京
大
病
院
の
現
状
報
告

　

続
い
て
「
医
学
研
究
科
・
医
学
部

の
現
況
」
と
い
っ
た
題
目
で
京
大
医

学
部
附
属
病
院
の
現
況
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

が
ん
免
疫
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

Bristol M
yers Squibb

棟
の
竣
工
、

第
5
回
京
都
大
学
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン

ス
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス@

San D
iego2024

の
開
催
、ITM

A
T Kyoto University 

International Sym
posium

の
開

催
、医
学
研
究
科
附
属
のヘル
ス
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
や
医
療
D
X
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
ク
リ

ニ
カ
ル
ア
ナ
ト
ミ
ー（
C
A
L
）
の

充
実
、
先
端
医
療
研
究
開
発
機
構

（
i
A
C
T
）の
設
置
、
京
都
大
学
医

学
研
究
科
・
医
学
部
創
立
1
2
5

周
年
記
念
事
業
、
大
学
や
大
学
院
で

の
教
育
改
革
の
取
り
組
み
と
い
っ
た

幅
広
い
内
容
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。ま
た
、医
学
部
教
育
研
究
支
援

資
金（
K
M
S

−

F
U
N
D
）、
京
大

病
院
基
金
の
取
り
組
み
と
ご
協
力
の

お
願
い
に
つ
い
て
も
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ご
講
演
の
中
で
は
、
波
多
野
先
生

の
学
生
時
代
の
お
話
や
ご
趣
味
の
お

城
巡
り
を
絡
め
た
福
井
県
の
お
話
な

ど
も
し
て
い
た
だ
き
、
最
初
か
ら
最

後
ま
で
ご
講
演
の
内
容
に
引
き
込
ま

れ
ま
し
た
。
波
多
野
先
生
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

*

　

今
回
、
芝
蘭
会
福
井
支
部
総
会
と

原
田
先
生
の
支
部
会
員
研
究
発
表
、

坂
井
先
生
に
よ
る
ご
講
演
、
波
多
野

先
生
に
よ
る
京
大
医
学
部
医
学
科
の

現
状
に
つ
い
て
と
特
別
講
演
を
取
材

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ど
の

ご
講
演
も
大
変
興
味
深
い
内
容
ば
か

り
で
、
拝
聴
し
て
い
る
時
間
が
あ
っ

と
い
う
間
で
し
た
。
原
田
先
生
、
坂

井
先
生
、
波
多
野
先
生
ご
講
演
誠
に

　　

令
和
7
年
2
⽉
11
⽇
（
⽕
・
祝
）、

兵
庫
県
医
師
会
館
2
階
⼤
会
議
室

に
て
令
和
2
年
度
芝
蘭
会
神
⼾⽀


部
総
会
な
ら
び
に
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
は
じ
め
に
芝
蘭
会
神
⼾

支
部
⻑
の
木
原
康
樹
先
⽣
か
ら
の
ご

挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
2
名
の
先
生

に
よ
る
学
術
講
演
が
⾏
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
京
都
大
学
医
学
研

究
科
附
属
総
合
解
剖
セ
ン
タ
ー
教

授
、
新
潟
大
学
大
学
院
医
歯
学
総

合
研
究
科
脳
機
能
形
態
学
分
野
教

授
の
竹
林
浩
秀
先
生
か
ら
、「
オ
リ

ゴ
デ
ン
ド
ロ
サ
イ
ト
の
発
生
・
発
達

と
病
態
に
関
す
る
研
究
」
と
題
し

て
、
学
術
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
に
先
立
ち
、
竹
林
先
生
が

令
和
6
年
度
か
ら
教
授
を
務
め
て
お

ら
れ
る
医
学
部
附
属
総
合
解
剖
セ
ン

タ
ー
に
つい
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
施
設
は
1
9
8
2
年
に
、

当
時
の
病
理
学
教
室
の
教
授
で
あ
る

翠
川
修
初
代
セ
ン
タ
ー
長
ら
の
ご
尽

力
に
よ
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、

学
部
生
に
対
す
る
解
剖
学
の
講
義
や

実
習
に
用
い
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、

法
解
剖
や
病
理
解
剖
な
ど
、
解
剖

学
・
形
態
学
に
関
す
る
総
合
的
な
研

究
運
用
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
医
療
従
事
者

の
臨
床
技
術
の
向
上
・
発
展
を
目

的
と
し
て
C
A
L
（
ク
リ
ニ
カ
ル
ア

ナ
ト
ミ
ー
ラ
ボ
）
が
設
立
さ
れ
、
年

間
30
以
上
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
こ

う
し
た
解
剖
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
京
大

白
菊
会
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
々
の

ご
献
体
な
し
に
は
成
立
し
え
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
白
菊
会

の
登
録
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、

今
後
の
京
大
に
お
け
る
系
統
解
剖
・

臨
床
解
剖
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
に
、

白
菊
会
登
録
へ
の
呼
び
か
け
の
必
要

性
に
つい
て
も
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

◆ 
学
術
講
演
1

　

学
術
講
演
で
は
、
グ
リ
ア
研
究
の

歴
史
や
近
年
の
ト
ピ
ッ
ク
に
始
ま
り
、

オ
リ
ゴ
デ
ン
ド
ロ
サ
イ
ト
発
生
の
遺

伝
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

グ
リ
ア
細
胞
と
は
、
中
枢
神
経
系

に
存
在
す
る
神
経
細
胞
を
除
く
細

胞
の
総
称
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
病
理

学
者V

irchow

に
よ
っ
て
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
ニュ
ー
ロ
ン
説
の
提
唱
者

で
あ
るCajal

や
ミ
ク
ロ
グ
リ
ア
を
発

見
し
たH

ortega

な
ど
の
寄
与
に
よ

り
グ
リ
ア
研
究
は
発
展
し
、
現
在
パ

ブ
メ
ド
で
も
数
多
く
の
論
文
が
掲
載

さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
グ
リ
ア
研
究

の
専
門
誌
『Glia

』
も
発
行
さ
れ
る

に
至
り
ま
し
た
。

　

グ
リ
ア
細
胞
に
は
、
大
別
し
て
3

種
類
の
細
胞
が
含
ま
れ
ま
す
。
中

枢
神
経
系
の
免
疫
系
を
担
い
、
最
近

に
な
っ
て
シ
ナ
プ
ス
刈
り
込
み
に
寄

与
し
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
た
ミ
ク
ロ

グ
リ
ア
、
シ
ナ
プ
ス
増
加
因
子
を
放

出
す
る
ア
ス
ト
ロ
サ
イ
ト
、
そ
し
て

中
枢
神
経
系
に
お
け
る
髄
鞘
化
を

行
う
オ
リ
ゴ
デ
ン
ド
ロ
サ
イ
ト
で
す
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
共
通
の
神
経
幹
細

胞
か
ら
、
神
経
細
胞
に
続
い
て
発
生

12
日
目
以
降
か
ら
分
化
す
る
細
胞

で
す
が
、
こ
の
う
ち
今
回
は
、
オ
リ

ゴ
デ
ン
ド
ロ
サ
イ
ト
を
中
心
に
、
細

胞
形
態
・
機
能
や
そ
の
発
生
に
関
わ

る
遺
伝
子O

lig2

に
つい
て
、
詳
細
に

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
脳
皮
質
に
お
け
る
ミ
エ
リ
ン

（
髄
鞘
）
形
成
は
主
に
5
歳
か
ら

20
歳
と
、
非
常
に
長
期
間
に
わ
た

り
行
わ
れ
、
そ
の
期
間
は
機
能
や
空

間
的
配
置
に
大
き
く
左
右
さ
れ
ま

す
。
例
え
ば
、
体
性
感
覚
や
視
覚

を
司
る
領
域
は
比
較
的
早
期
に
、
一

方
で
前
頭
葉
や
連
合
野
な
ど
、
よ
り

高
次
な
領
域
は
比
較
的
終
期
に
ミ
エ

リ
ン
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と

を
示
す
事
例
と
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
の
タ

ク
シ
ー
運
転
手
は
、
ロ
ン
ド
ン
市
街

の
地
理
情
報
を
記
憶
す
る
た
め
に
海

馬
の
ミ
エ
リ
ン
が
発
達
し
、
ピ
ア
ノ
奏

者
は
錐
体
の
ミ
エ
リ
ン
が
発
達
す
る

な
ど
、
後
天
的
な
神
経
活
動
に
影
響

さ
れ
た
ミ
エ
リ
ン
形
成
（adaptive 

m
yelination

）
が
起
こ
る
こ
と
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
生
後
に

ミ
エ
リ
ン
形
成
が
行
わ
れ
た
あ
と
で
、

神
経
活
動
の
比
較
的
大
き
な
と
こ
ろ

に
さ
ら
に
ミ
エ
リ
ン
が
巻
か
れ
る
こ
と

に
よって
生
じ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
複
雑
な
機
能
を
担
う

オ
リ
ゴ
デ
ン
ド
ロ
サ
イ
ト
が
関
連

す
る
疾
患
は
数
多
く
知
ら
れ
て
お

り
、
例
え
ば
脱
髄
疾
患
の一つ
で
あ

る
多
発
性
硬
化
症
や
、
抗
ア
ク
ア

ポ
リ
ン
抗
体
に
よ
る
視
神
経
脊
髄
炎

（N
M
O

）、
遺
伝
性
疾
患
で
あ
る

V
anishing w

hite m
atter 

disease

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
ミ
エ
リ
ン
に
は
特
有
の
タ
ン
パ

ク
で
あ
る
P
L
P
や
M
B
P
が
存

在
し
、
特
に
M
B
P
は
そ
の
ミ
ュ
ー

タ
ン
ト
マ
ウ
ス
が
P
M
D
の
モ
デ
ル
マ

ウ
ス
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

神
経
発
生
の
背
腹
軸
は
、
背
側

化
因
子
で
あ
るW

nt

やBM
P

と
、

腹
側
化
因
子
で
あ
るShh

の
濃
度
勾

配
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
と
い
う
の
が

教
科
書
的
な
説
明
で
す
が
、
こ
う
し

た
モ
ル
フ
ォ
ゲ
ン
は
特
異
的
な
転
写

因
子
の
発
現
と
し
て
作
用
し
、
そ
の

因
子
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
、
発
現

脊
髄
脳
室
層
の
背
腹
軸
は
11
の
ド
メ

イ
ン
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、pM

N

ド
メ
イ
ン
に
特

異
的
に
発
現
す
る
転
写
因
子
と
し
て
、

O
lig fam

ily

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
のO

lig2

遺
伝
子
は
、
脊

髄
運
動
ニュ
ー
ロ
ン
・
オ
リ
ゴ
デ
ン
ド
ロ

サ
イ
ト
の
発
生
に
必
須
で
あ
る
こ
と

を
、
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
の
作
成
に

よ
り
竹
林
先
生
が
2
0
0
2
年
に

解
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
遡
っ
て
2
0
0
1
年
に

は
、O

lig2

とN
gn2

の
共
発
現
に
よ

り
、
脊
髄
運
動
ニュ
ー
ロ
ン
が
形
成

さ
れ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

ま
す
。O

lig2

ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス

は
胎
生
致
死
で
あ
り
、
組
織
的
に

は
脊
髄
ニュ
ー
ロ
ン
・
オ
リ
ゴ
デ
ン
ド
ロ

サ
イ
ト
の
喪
失
、
腹
側
脊
髄
の
変
形

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
脊

髄
の
背
腹
軸
に
お
け
る
位
置
情
報

が
、O

lig2

欠
損
に
よ
り
1
ド
メ
イ

ン
分
背
側
化
し
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、CreER

遺
伝
子
を

O
lig2

遺
伝
子
座
に
ノ
ッ
ク
イ
ン
す
る

こ
と
で
、
タ
モ
キ
シ
フ
ェン
投
与
に
よ

脳
機
能
形
態
学
と

循
環
器
内
科
学
の
最
新
ト
ピ
ッ
ク

神
戸

　

令
和
7
年
2
月
8
日
（
土
）、
ホ

テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
浜
松
「
松
の

間
」
に
て
、
令
和
6
年
度
芝
蘭
会

静
岡
⽀
部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
は
じ
め
に
司

会
の
江
川
裕
人
先

生
か
ら
の
ご
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
静
岡
⽀
部

⻑
の
島
本
光
臣
先

⽣
か
ら
、
今
回
の

支
部
総
会
を
も
っ

て
小
野
寺
知
哉
先

生
に
引
き
継
が
れ

る
旨
の
ご
報
告
が

あ
り
、
小
野
寺
先

生
か
ら
は
前
年
度

総
会
の
物
故
会
員

の
報
告
、
事
業
報

告
や
会
計
報
告
な

ど
が
⾏
わ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
令
和

6
年
度
予
算
案
や

令
和
7
年
度
支
部

総
会
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
く
特
別
講
演

で
は
、「
難
治
の
肝

胆
膵
癌
に
挑
む
」

と
題
し
、
京
都
大

学
医
学
部
附
属
病

院
肝
胆
膵
･
移

植
外
科
教
授
の
波

多
野
悦
朗
先
生
に

ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

先
生
は
ま
ず
、
肝
胆
膵
が
ん
は
完

全
治
癒
が
い
か
に
難
し
く
生
存
率
が

低
い
か
を
統
計
を
示
し
て
強
調
さ
れ

ま
し
た
。
悪
性
腫
瘍
の
部
位
別
の

統
計
を
見
る
と
、
他
の
が
ん
に
比
べ

て
肝
胆
膵
の
が
ん
の
死
亡
率
は
特
に

高
く
、
合
計
す
る
と
肺
が
ん
の
死
亡

数
を
上
回
り
ま
す
。
こ
の
肝
胆
膵

が
ん
を
体
への
負
担
が
少
な
い
方
法
で

「
完
全
に
、
再
発
す
る
こ
と
な
く
」

治
療
で
き
る
か
が
、
今
後
の
日
本
の

が
ん
治
療
の
カ
ギ
と
な
る
と
いい
ま
す
。

　

次
に
波
多
野
先
生
は
、「
自
分
で

限
界
を
作
ら
ず
に
諦
め
る
な
」
と
い

う
、
恩
師
か
ら
の
言
葉
を
紹
介
さ
れ
、

そ
の
言
葉
を
胸
に
肝
胆
膵
の
が
ん
治

療
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
た

か
を
、
よ
り
具
体
的
に
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
大
学
で
は
、
本
庄

一
夫
先
生
の
世
界
初
の
肝
右
葉
切
除

や
熊
田 

馨
先
生
の
腫
瘍
栓
摘
出
な

ど
、
肝
細
胞
が
ん
に
お
け
る
先
人
の

偉
業
が
非
常
に
多
く
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
を
踏
ま
え
て
波
多
野
先
生

は
、「
自
分
が
取
り
組
む
べ
き
課
題

は
腫
瘍
栓
と
肝
外
転
移
を
伴
う
進

行
肝
細
胞
が
ん
を
完
全
に
治
癒
に

導
く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
考

え
る
こ
と
だ
」
と
考
え
ま
し
た
。
進

行
肝
細
胞
が
ん
で
は
薬
物

療
法
で
は
治
癒
に
至
る
の

は
ご
く
わ
ず
か
で
す
。
そ

の
一
方
、
外
科
療
法
で

も
予
後
不
良
の
病
態
だ

と
か
な
り
再
発
し
や
す
い

と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
ど
ち

ら
か
片
方
だ
け
で
は
な
か

な
か
C
R
（Com

plete 

Response

、
完
全
奏
効
）

に
至
る
こ
と
は
難
し
く
、

双
方
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
が
必
要
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、切
除
可
能

（Resectable
）
と
切
除

不
能（U

nresectable

）、

そ
し
て
境
界
（Borderline 

Resect-able

）に
あ
る
肝

細
胞
が
ん
の
3
つ
に
大
き

く
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に

適
し
た
治
療
を
施
す
こ
と

で
、
切
除
後
の
完
全
治
癒

を
目
指
す
方
法
を
提
唱

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よっ

て
、「
肝
機
能
と
残
肝
容

積
を
考
慮
し
た
上
で
、
全

て
の
人
に
安
全
で
確
実
な

肝
切
除
を
行
う
」
と
い
う

肝
切
除
の
究
極
の
目
的
に

近
づい
た
と
言
え
ま
す
。

　

続
い
て
、
肝
臓
外
科
の

手
術
そ
の
も
の
の
成
功
率
向
上
の
た

め
に
、
ご
自
身
が
取
り
組
ん
で
こ
ら

れ
た
手
術
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
技
術
に

つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
肝

臓
は
細
か
く
複
雑
に
脈
管
が
張
り

巡
ら
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ど
の
よ
う

に
切
除
し
た
ら
い
い
か
を
感
覚
的
に

把
握
す
る
の
は
難
し
く
、
従
来
は

I
C
G
と
い
う
色
素
を
注
入
し
て
モ

ニ
タ
ー
に
映
し
出
し
、
そ
れ
を
見
な

が
ら
切
除
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

こ
の
方
法
で
は
、
モ
ニ
タ
ー
を
見
る

際
に
術
野
か
ら
目
を
離
す
こ
と
に
な

る
う
え
、
近
赤
外
線
無
影
灯
の
性

質
上
、
術
野
は
暗
く
な
る
た
め
ス
ト

レ
ス
が
大
き
く
、
さ
ら
に
切
除
領
域

を
表
面
に
し
か
マ
ー
キ
ン
グ
で
き
な
い

た
め
、
手
術
の
成
功
は
外
科
医
の
経

験
と
勘
に
依
存
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
先
生
は
、パ
ナ
ソ
ニッ
ク（
株
）

や
三
鷹
光
器（
株
）な
ど
と
共
同
で

研
究
を
行
い
、
切
除
部
位
を
実
際

の
臓
器
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
で
投
影
す
る
と
い
う
医
療
機

器
M
I
P
S
を
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
M
I
P
S
は
肝
細
胞
が
ん
切

除
術
だ
け
で
は
な
く
、
乳
が
ん
の
セ

ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ
節
生
検
な
ど
で
も

実
際
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

*

　

総
会
の
後
は
写
真
撮
影
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
に
懇
親
会
が
⾏
わ
れ
ま
し

た
。
懇
親
会
で
は
、
た
く
さ
ん
の
先

⽣⽅

が
私
た
ち
学
⽣
に
も
気
さ
く
に

話
し
か
け
て
く
だ
さ
り
、
ご
自
身
の

病
院
で
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
医
療

の
現
状
や
先
端
医
療
に
つ
い
て
の
お

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
昔
の
⼤
学
の
様
⼦
や
ご
自
身
の

大
学
時
代
に
つ
い
て
も
お
話
し
い
た

だ
き
、
終
始
と
て
も
和
や
か
な
雰
囲

気
の
な
か
で
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
う
し
て
宴
も
た
け
な
わ

と
な
り
、
会
は
惜
し
ま
れ
な
が
ら
も

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

よ
う
な
会
に
お
招
き
く
だ
さ
っ
た
こ

と
へ
の
感
謝
の
意
を
も
っ
て
、
令
和

6
年
度
芝
蘭
会
静
岡
⽀
部
総
会
の

報
告
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
⽂
責
・
4
回
⽣ 

大
島 

輝
、
2
回

生 

西
野 

純
平
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

総
会
の
花
束
の
贈
呈
か
ら
始
ま

り
、
支
部
会
員
に
よ
る
ご
講
演
、
懇

親
会
で
は
、
福
井
大
学
学
長
を
ご
退

官
さ
れ
る
上
田
孝
典
先
生
へ
の
花
束

の
贈
呈
な
ど
、
様
々
な
企
画
が
な
さ

れ
、
支
部
長
の
吉
田
先
生
を
は
じ
め

と
し
て
、
多
く
の
先
生
方
が
支
部
会

員
同
士
の
絆
を
大
事
に
さ
れ
、
芝
蘭

会
福
井
支
部
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
よ

う
と
ご
尽
力
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と

に
、
学
生
な
が
ら
に
大
変
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。

　

こ
の
度
は
、
芝
蘭
会
福
井
支
部
の

先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の

よ
う
な
会
に
お
招
き
い
た
だ
き
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
文
責
・
3
回
生 

反
田
武
志
、
1

回
生 

山
本
京
一
朗
）

（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）

京
大
の
肝
胆
膵
外
科
に

受
け
継
が
れ
る
パ
イ
オ
ニ
ア
精
神

静
岡
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芝
蘭
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長
　
森
信
暁
雄 

委
員
　
中
村
保
幸
、
吉
岡
秀
幸
、

清
川
岳
彦
、
園
部 

誠
、
松
村
由
美
、

甲
斐
亜
沙
子
、
諫
田
淳
也

芝
蘭
会
雑
誌
部

顧
問
　
森
信
暁
雄

部
員 

（
5
回
生
）
反
田
武
志
、
福
田
大
智

（
4
回
生
）
伊
東
和
央
、
奥
村
圭
一
郎
、

  

木
田
雄
大
、 周 

新
陽
、
田
中
春
輝
、

  

永
山
幹
太
、 土
屋
亘
正

（
3
回
生
）
浅
野
優
之
助
、
石
田 

匠
、 

  

髙
木
大
聖
、
高
柳
翔
太
郎
、 

  

中
塚
昌
宏
、

   

三
宅
宏
季

 （
2
回
生
）
木
村 

淳
、
西
野
純
平
、

  

萱
島
孝
太
郎
、
和
田
紗
矢
香
、

  

山
本
京
一
朗
、
堀
坂
俊
輔
、

  

吉
田
蒼
一
郎
、
角
谷 

昌 

芝
蘭
会
事
務
局

事
務
局
長
　
山
田 

均

管
理
課
長
　
森 

勝
二

総
務
課
　
秋
山
和
美 

制
作
協
力
　
京
都
通
信
社

会
員
訃
報

R7.5.31 山下 浩平 辞任 血液内科学准教授 ➡︎ 血液内科特定准教授

R7.5.31 山口 建 辞任 婦人科学・産科学講師 ➡︎ 広島大学医学部産科婦人科教授

R7.6.1 岡田 雄大 採用 環境衛生学特定講師 ➡︎ 同准教授

R7.6.1 髙井 淳 昇任 消化器内科助教 ➡︎ 同講師

R7.6.1 北 悠希 採用 泌尿器科助教 ➡︎ 同特定講師

R7.6.30 中村 伸一郎 辞任 運動器機能再建学講座（寄附）特定講師 ➡︎ 京都桂病院整形外科部長

R7.7.1 最上 晴太 昇任 総合周産期母子医療センター講師 ➡︎ 婦人科学・産科学准教授

R7.7.1 村上 隆介 昇任 産科婦人科助教 ➡︎ 同講師

R7.7.1 吉藤 元 昇任 臨床免疫学講師 ➡︎ 同准教授

R7.7.31 伊藤 功朗 辞任 呼吸器内科学准教授 ➡︎ 群馬大学教授

R7.8.1 林 到炫 採用 生命科学研究科助教 ➡︎ 分子細胞情報学特定准教授

R7.8.1 井上 浩輔 採用  白眉センター特定准教授 ➡︎ 健康増進・行動学教授

R7.8.1 谷口 匡史 昇任 運動機能開発学助教 ➡︎ 同講師

R7.8.1 後藤 崇之 昇任 泌尿器科学講師 ➡︎ 同准教授

R7.8.1 土方 保和 採用  地域医療システム学講座（寄附）研究員（非常勤） ➡︎ 同特定講師

R7.8.1 山ノ井 康二 採用 産科婦人科特定助教 ➡︎ 総合周産期母子医療センター講師

R7.8.1 北脇 年雄 採用 血液内科助教 ➡︎ 同特定講師

中村 利夫 昭和 27 年薬卒 令和 7 年 3 月 20 日

堀 幹夫 昭和 27 年薬卒 令和 7 年 2 月 5 日

小川 純 昭和 28 年卒 令和 7 年 4 月 25 日

成定 昌幸 昭和 29 年薬卒 令和 7 年 6 月 13 日

大保 亮一 昭和 30 年卒 令和 7 年 7 月 22 日

鳥居 宏 昭和 30 年卒 令和 7 年 3 月 20 日

伴 敏彦 昭和 33 年卒 令和 7 年 4 月 26 日

清水 保 昭和 35 年卒 令和 6 年 7 月 5 日

加古 誠 昭和 36 年卒 令和 7 年 6 月 19 日

冨田 忠孝 昭和 38 年卒 令和 7 年 7 月 2 日

大前 実 昭和 42 年卒 令和 7 年 3 月 9 日

達家 威 昭和 43 年卒 令和 7 年 4 月 22 日

森下 晉伍 昭和 43 年卒 令和 7 年 6 月 1 日

佐野 進 昭和 48 年卒 令和 7 年 6 月 23 日

末廣 豊 昭和 52 年卒 令和 7 年 3 月 19 日

  謹んでご冥福をお祈りいたします       　	 日付はご逝去日

人 

事 

異 

動

事
務
局
か
ら

　
平
成
17
年
4
月
か
ら
の
「
個
人
情

報
保
護
法
」
の
全
面
施
行
に
よ
り
、

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
厳
し
い
制

約
が
課
せ
ら
れ
ま
し
た
。
つ
き
ま
し

て
は
、
会
員
の
連
絡
先
等
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
必
要
理
由
等
を
明
記
の

上
、
郵
便
ま
た
は 

F
A
X 

に
よ
り
事

務
局
ま
で
ご
送
付
く
だ
さ
い
。
電
話

で
の
お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
致

し
か
ね
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

FAX 

0
7
5
─

7
5
2
─

4
0
1
5

原

稿

募

集

*  *  *

芝
蘭
会
報
は
、
会
員
の
皆
様
の
情

報
交
換
・
意
見
発
表
の
場
で
あ

り
ま
す
。
支
部
活
動
、
ク
ラ
ス
会
、

会
員
の
著
書
の
紹
介
（
自
薦
・
他

薦
）
及
び
医
学
・
医
療
等
に
関
す

る
ご
意
見
等
を
寄
稿
く
だ
さ
い
。

な
お
、
送
付
先
はFAX

（075-

752-4015

）
ま
た
は
、E-m

ail

（info@
shirankai.or.jp

）で
お
願

い
致
し
ま
す
。
ま
た
、
原
稿
の

採
用
及
び
掲
載
時
期
に
つ
い
て

は
、
編
集
委
員
会
で
決
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

芝
蘭
会
報 

編
集
委
員
会

るO
lig2

陽
性
細
胞
の
追
跡
実
験
を

可
能
に
し
たO

lig2–CreER

ノ
ッ
ク

イ
ン
マ
ウ
ス
の
開
発
も
、
竹
林
先
生

の
重
要
な
功
績
の一つ
で
す
。

　
O
lig2

遺
伝
子
は
、
脊
髄
ニュ
ー
ロ

ン
・
オ
リ
ゴ
デ
ン
ド
ロ
サ
イ
ト
の
発
生

に
必
須
で
あ
る
他
、
神
経
前
駆
細

胞
の
増
殖
や
ア
ス
ト
ロ
サ
イ
ト
の
増

殖
抑
制
に
関
与
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

竹
林
先
生
の
最
近
の
研
究
で
、
こ
う

し
た
多
様
な
機
能
を
発
揮
す
る
に

当
た
り
、O

lig2

と
結
合
す
る
分
子

の
存
在
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
分
子
と
し
て
、
R
N
A

ヘ
リ
カ
ー
ゼ
で
あ
るD

dx20

が
同

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
分
子
は

GEM
IN
3

やD
P103

と
も
呼
ば
れ

る
分
子
で
あ
り
、
ス
プ
ラ
イ
シ
ン

グ
・
転
写
制
御
、m

iRN
A

成
熟
な

ど
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
当
時
知

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
竹
林
先
生
がD

dx20

ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
の
中
枢
神
経

系
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
神
経
前
駆

細
胞
・
オ
リ
ゴ
デ
ン
ド
ロ
サ
イ
ト
前

駆
細
胞
の
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
が
亢
進
し
、

が
ん
抑
制
遺
伝
子
産
物p53

が
過
剰

に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、D

dx20・
p53

ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
で
は
細
胞

死
が
誘
導
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

D
dx20

はp53

を
抑
制
す
る
こ
と
に

よ
り
神
経
前
駆
細
胞
・
オ
リ
ゴ
デ
ン

ド
ロ
サ
イ
ト
前
駆
細
胞
の
ア
ポ
ト
ー

シ
ス
を
抑
制
し
、
分
化
・
増
殖
の
促

進
を
行
って
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
加
え
、p53

蓄
積
の
分
子

メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
、Ddx20

の
欠
損
が
、

p53

制
御
因
子
で
あ
るM

dm
2

の
発

現
に
お
け
る
ス
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
異
常
を

引
き
起
こ
し
て
い
る
こ
と
や
、Olig2

はDdx20

を
安
定
化
す
る
こ
と
で
、

先
述
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し
て
い

た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、O
lig2

やD
dx20

の
機

能
が
、
こ
れ
ま
で
に
紹
介
し
た
よ
う

な
分
化
初
期
の
段
階
だ
け
で
な
く
、

最
終
分
化
の
過
程
に
お
い
て
も
作
用

す
る
こ
と
が
、BrdU

取
り
込
み
実

験
に
よ
る
ラ
ベ
リ
ン
グ
で
示
さ
れ
た
こ

と
も
紹
介
さ
れ
、
講
演
を
締
め
く

く
ら
れ
ま
し
た
。

◆ 

学
術
講
演
2

　

次
に
、
京
都
⼤
学
⼤
学
院
医

学
研
究
科
循
環
器
内
科
学
教
授

の
尾
野 

亘
先
⽣
か
ら
、
ご
講
演
の

前
に
京
大
医
学
部
の
運
営
や
附
属

病
院
の
現
状
、
ま
た
京
大
関
連
の

最
近
の
話
題
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は

新
任
教
授
の
紹
介
や
京
大
医
学
部

教
育
研
究
支
援
基
金
（
K
M
S

−

F
U
N
D
）、
医
学
・
生
命
科
学
研

究
支
援
機
構
（
i
S
A
L
）
に
よ

る
支
援
、
が
ん
免
疫
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
（
C
C
I
I
）、
ク
リ
ニ
カ
ル
ア

ナ
ト
ミ
ー
ラ
ボ
（
C
A
L
）
の
新
設

な
ど
に
つ
い
て
お
話

し
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
尾
野
先

生
は
「
循
環
器
内

科
学
の
進
歩
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
循

環
器
内
科
学
の
中

で
も
主
に
心
不
全

の
薬
物
治
療
に
絞

っ
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
話

題
に
出
さ
れ
た
の

は
、
2
0
2
0

年
に
心
不
全
治

療
薬
と
し
て
保

険
適
用
さ
れ
た

S
G
L
T
2
阻
害

薬
で
す
。
こ
の
薬

剤
は
2
0
1
4
年

か
ら
糖
尿
病
治
療

薬
と
し
て
使
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
投

与
さ
れ
た
糖
尿

病
患
者
の
心
不
全

に
よ
る
入
院
が
少

な
い
こ
と
、
ま
た

S
G
L
T
2
変
異

が
あ
る
と
心
不
全

リ
ス
ク
が
下
が
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
心

不
全
に
使
え
る
の

で
は
な
い
か
と
研
究

が
進
ん
だ
特
殊
な

薬
で
す
。

　

S
G
L
T
2
阻
害
薬
は
左
室

駆
出
率
（
L
V
E
F
）
の
保
た
れ

た
心
不
全
、
H
F
p
E
F
に
対

し
て
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

さ

ら
に
2
0
2
2
年
に
慢
性
腎
臓
病

（
C
K
D
）
に
適
用
が
拡
大
さ
れ

た
ほ
か
、
現
在
で
は
高
血
圧
、
高
尿

酸
血
症
、
慢
性
炎
症
に
対
す
る
効

果
に
つい
て
の
研
究
も
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
優
れ
た
成
績
か
ら
「
21

世
紀
の
ス
タ
チ
ン
」
と
も
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
尾
野
先
生
は
、
心
不
全
治

療
薬
を
ど
の
よ
う
に
使
って
い
く
べ
き

か
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
現
代

我
が
国
で
は
、
心
不
全
の
治
療
と
し

て
G
D
M
T(gideline-directed 

m
edical therapy)

と
い
う
治
療

法
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

はFantastic4

と
呼
ば
れ
る
4
つ

の
心
不
全
治
療
薬
（
β
遮
断
薬
、

A
R
N
I
、
M
R
A
、
S
G
L
T
2

阻
害
薬
）を
個
別
の
患
者
に
対
し
て

投
与
量
を
適
切
に
調
節
し
な
が
ら
処

方
す
る
と
い
う
治
療
法
で
す
。

　

G
D
M
T
は
特
にH

FrEF

（
左

室
駆
出
率
40 

%
未
満
の
心
不
全
）

で
高
い
効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
G
D
M
T
ス
コ
ア
（
点
数
が

高
け
れ
ば
G
D
M
T
導
入
の
推
奨

の
度
合
い
が
高
く
な
る
）
5
点
以
上

で
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
臨
床

で
の
導
入
率
は
必
ず
し
も
高
く
は
な

い
よ
う
で
す
。
調
査
に
よ
る
と
症
状

が
安
定
し
て
い
る
、
腎

機
能
が
良
く
な
い
な
ど

の
理
由
で
導
入
さ
れ

な
い
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
。
尾
野
先
生
は

さ
ら
な
る
導
入
の
た
め
、

G
D
M
T
の
使
用
率

を
リ
ア
ル
デ
ー
タ
を
使

っ
て
分
析
中
だ
と
い
い

ま
す
。

　

最
後
に
お
話
い
た

だ
い
た
の
は
、
次
世

代
の
心
不
全
治
療
薬

に
つ
い
て
で
す
。
先

生
は
新
薬
の
研
究
の

た
め
、
ま
ず
心
血
管

障
害
を
、
①
エ
ネ
ル

ギ
ー、
②non-coding 

RN
A

（m
iR
N
A

で

あ
る
m
i
R
3
3

やlincRN
A

で
あ
る

Lionheart

な
ど
が
代

表
的
） 

の
2
つ
の
側
面

か
ら
捉
え
直
そ
う
と

し
ま
し
た
。

　

今
回
先
生
が
新
薬

と
し
て
紹
介
さ
れ
た

の
は
、
垣
塚 

彰
先
生

ら
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ

た
「
K
U
S
1
2
1
」

で
す
。
こ
の
心
不
全

治
療
薬
は
、
ユ
ビ
キ
チ

ン
タ
ン
パ
ク
の
分
解
の

際
に
V
C
P
と
い
う

バ
ロ
シ
ン
含
有
タ
ン
パ

ク
質
が
A
T
P
を
消
費
す
る
の
を

抑
制
す
る
機
能
を
持
っ
て
い
る
た
め
、

心
筋
細
胞
に
お
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

無
駄
使
い
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
の
薬
剤
は
、
心
筋
梗
塞
の
心
筋

収
縮
力
を
改
善
で
き
る
こ
と
が
実
際

に
マ
ウ
ス
実
験
で
わ
か
っ
た
た
め
、
今

後
は
急
性
心
筋
梗
塞
ひ
い
て
は
急
性

心
不
全
に
対
す
る
臨
床
応
用
に
向

け
て
、
先
生
ら
は
研
究
を
進
め
て
い

ま
す
。
急
性
心
不
全
だ
け
で
な
く

慢
性
心
不
全
で
も
治
療
薬
と
し
て

使
用
で
き
る
可
能
性
も
あ
り
、
さ

ら
に
は
他
臓
器
疾
患
で
も
使
え
る
か

も
し
れ
な
い
と
仰
って
い
ま
し
た
。

　

新
薬
の
開
発
に
繋
が
る
臨
床
研
究

に
お
い
て
大
切
な
の
は
、
基
礎
研
究

と
臨
床
で
の
デ
ー
タ
収
集
を
両
方
バ

ラ
ン
ス
よ
く
行
う
こ
と
、
ま
た
臨
床

症
状
を
新
し
い
目
線
で
捉
え
直
す
こ

と
だ
と
指
摘
し
、
講
演
を
締
め
く

く
ら
れ
ま
し
た
。＊

　

こ
う
し
て
総
会
が
終
了
し
た
後
は
、

恒
例
の
場
所
と
な
っ
て
い
る
中
華
料

理
店
で
の
懇
親
会
が
⾏
わ
れ
ま
し
た
。

⾷
事
が
⽤
意
さ
れ
る
間
、
決
算
報

告
な
ど
の
事
務
報
告
が
⾏
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
は
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
美

味
し
い
⾷
事
を
い
た
だ
き
な
が
ら
近

況
を
話
し
た
り
、
は
た
ま
た
医
療
の

現
状
や
未
来
に
つい
て
の
熱
い
議
論
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
り
と
、
⼤
変
密

度
の
濃
い
懇
親
会
で
し
た
。

　

私
が
医
療
現
場
に
関
し
て
拙
い
質

問
を
し
た
際
も
、
先
生
方
は
と
て

も
丁
寧
に
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

医
療
に
関
し
て
の
リ
ア
ル
な
お
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
⾮
常
に
⾯⽩

か

っ
た
で
す
。
こ
う
し
て
あ
っ
と
い
う
間

に
時
間
は
過
ぎ
、
惜
し
ま
れ
な
が
ら

解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ

う
な
⾼
度
に
知
的
で
活
発
な
交
流
の

会
に
お
招
き
く
だ
さ
り
、
感
謝
の
意

に
堪
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
も
ち
ま
し

て
令
和
6
年
度
芝
蘭
会
神
⼾⽀

部

例
会
の
報
告
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

（
文
責
・
4
回
生 

大
島 

輝 

、

　

2
回
生 

浅
野 

優
之
助
）


